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日本光合成学会 次期会長選挙のお知らせ 

 

「日本光合成学会会則（平成 21 年 6 月 1 日施行）第 5 条」に基づき、次期会長選挙（任期:令

和 9 年 1 月 1 日〜令和 10 年 12 月 31 日の 2 年間）を行ないます。本会では任期一年前に新

会長を選出し、会の円滑、継続的な運営をはかることになっています。この会報の末尾に添付さ

れている投票用紙に会員の中から会長候補者 1 名の氏名を明記し、同封した返信用封筒にいれて

選挙管理委員会宛に 11 月 30 日までにご返送下さい（消印有効）。会員名簿は本号の巻末をご覧

下さい。 

これまでの本会会長は、宮地重遠、西村光雄、佐藤公行、金井龍二、井上頼直、高宮建一郎、村

田紀夫（二期）、伊藤繁（二期）、池内昌彦（二期）、田中歩、高橋裕一郎（二期）、鹿内利治、久堀

徹、沈 建仁（現会長：任期 令和 7 年 1 月 1 日〜令和 8 年 12 月 31 日、二期）の諸氏です。

「会則 5 条の 1 では会長は連続して二期を超えて再任されない」となっております。  

日本光合成学会役員選出に関する申し合わせ（平成 27 年 5 月 27 日幹事会）第 2 条「幹事は、

会長選挙に推薦する候補者としてふさわしい会員を 3 名連記で投票する。投票結果が上位の会員

について、常任幹事会は、本人の意向を確認した上で、若干名を推薦候補者として決定する。」に

基づき、常任幹事会は以下の 4 名（五十音順）を会長候補者として推薦します。 

 

栗栖 源嗣（大阪大学）、園池 公毅（早稲田大学）、藤田 祐一（名古屋大学）、皆川 純（基礎

生物学研究所） 

 

日本光合成学会 選挙管理委員会 

野⼝ 巧 （名古屋⼤学⼤学院理学研究科） 

三野 広幸（名古屋⼤学⼤学院理学研究科） 

 

投票用紙の送付先 

〒464-8602 

名古屋市千種区不老町 

名古屋大学大学院理学研究科 物理科学領域 

光生体エネルギー研究室内 

日本光合成学会選挙管理委員会 行き  
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1神戸大学大学院農学研究科 
2関西学院大学生命環境学部 
嶋川 銀河 1*、松田 祐介 2† 
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とがOか�て�

る �
�2����後者に��て、ペリ05)ム層に局

bする�Õ脱�酵素（CA）が細胞膜の外� HCO��

を CO2 へと変換し、受動~�に��て取 込む

戦略が明らかに��て�る 2��22�g�の珪藻��


!ら 2�の仕組み��機�素が取 込�!る�

細胞外の HCO��を取 込むに���て��らの

経路をI先§に用�るか�­お�び環境に��

て異� 、細胞外 CA� HCO��輸送体の阻害剤を

用�て検証が可能��る 2��2
� 

!��細胞外から細胞質への�機�素輸送

に��て幾�かの知見が報告�!て��一方、細

胞質からÀ緑体への�機�素輸送に��て�未

だ謎がg��CA の��ら�に��て�機�素�

細胞質�;に HCO��の�z�保��!、
!がÀ

緑体へ能動輸送�!ると考えら!るが、hBにし

て 4Ö�の膜を突©するのだろうか�
!に��

て我���Ï 1�の>Êを�Dして�る 2��珪藻

�� tr$cor(utu' にお�て IH 感受性 G", を ER 移
Ãシグナ6�À緑体移Ãシグナ6、/レ.イ,局

bの RN;BL<H アク*1ー(と融合する
と�、細

胞質、,,C、À緑体(トロマ、/レ.イ,マトリッ

ク(の 4 箇所�発¤�せ�と
ろ各コンパート

4ントの IH が�!ぞ!N� 7�9、6�8、8�0、お�
び 7�5 と推定�!� 2��

�ÖÆ�の� ,,C が

細胞質�(トロマ� �Õ性§に保�!て�る


と��る�
!を踏�えると CER ���ペリ
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日本光合成学会 次期会長選挙のお知らせ 

 

「日本光合成学会会則（平成 21 年 6 月 1 日施行）第 5 条」に基づき、次期会長選挙（任期:令

和 9 年 1 月 1 日〜令和 10 年 12 月 31 日の 2 年間）を行ないます。本会では任期一年前に新

会長を選出し、会の円滑、継続的な運営をはかることになっています。この会報の末尾に添付さ

れている投票用紙に会員の中から会長候補者 1 名の氏名を明記し、同封した返信用封筒にいれて

選挙管理委員会宛に 11 月 30 日までにご返送下さい（消印有効）。会員名簿は本号の巻末をご覧

下さい。 

これまでの本会会長は、宮地重遠、西村光雄、佐藤公行、金井龍二、井上頼直、高宮建一郎、村

田紀夫（二期）、伊藤繁（二期）、池内昌彦（二期）、田中歩、高橋裕一郎（二期）、鹿内利治、久堀

徹、沈 建仁（現会長：任期 令和 7 年 1 月 1 日〜令和 8 年 12 月 31 日、二期）の諸氏です。

「会則 5 条の 1 では会長は連続して二期を超えて再任されない」となっております。  

日本光合成学会役員選出に関する申し合わせ（平成 27 年 5 月 27 日幹事会）第 2 条「幹事は、

会長選挙に推薦する候補者としてふさわしい会員を 3 名連記で投票する。投票結果が上位の会員

について、常任幹事会は、本人の意向を確認した上で、若干名を推薦候補者として決定する。」に

基づき、常任幹事会は以下の 4 名（五十音順）を会長候補者として推薦します。 

 

栗栖 源嗣（大阪大学）、園池 公毅（早稲田大学）、藤田 祐一（名古屋大学）、皆川 純（基礎

生物学研究所） 

 

日本光合成学会 選挙管理委員会 

野⼝ 巧 （名古屋⼤学⼤学院理学研究科） 

三野 広幸（名古屋⼤学⼤学院理学研究科） 

 

投票用紙の送付先 

〒464-8602 

名古屋市千種区不老町 

名古屋大学大学院理学研究科 物理科学領域 

光生体エネルギー研究室内 

日本光合成学会選挙管理委員会 行き  
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05(*ダ6膜�能動輸送�!� HCO��が ,,C
��の膜間に局bする CA に��て CO2 へと変

換�!、À緑体Mへ~�すると����+6が想

定�!る（図 2）�À緑体への HCO��取 込みに

��ら�Òイオン輸送体�膜間 CA、,,C のÕ性

Xに^Æ� H��AT,:L> ���Ó?子レ16��

&Å因子が特定��るが、

��`し��+6

のk証に��て��後の¶題��る��おÀ緑体

へ輸送�!��機�素�、光�P下のア6$リ環

境��、(トロマ CAに��て HCO��へ変換�!

る�ず��る�海洋性珪藻にお�て細胞外から細

胞質、��À緑体への�機�素輸送�;に能動輸

送�Ã"!ると考えら!、�の¶�、À緑体へ�

º�!る HCO���m7 FM オーダーにの�ると

�う見¯� �報告�!て�る 2�� 
 


� 珪珪藻藻ÀÀ緑緑体体ににおお		るる ��2発発生生ママシシナナリリーー 
�とえÀ緑体Mにß�度の HCO��をÂ¯し�

として� RN;BL<H�
!をP用������
�

^Æに�るのが CO2 発生マシナリー��る�À

緑体Mの�機�素動zを順をÀ�てÊ明すると、

�ず(トロマの HCO��が*5コイ,膜にjbす

る1(トロフィン�Òイオン輸送体（�/T、陸上

���� 2CC* と�Cば!る）に��て*5コ

イ,膜M§へと輸送�!る 2
�*5コイ,膜の一

Ô�RN;BL<Hが集¯し�/レ.イ,のMÔに貫入

してお 、
の/レ.イ,貫通*5コイ,（,,T）
のM§に� jdの CA が局bする 2��光合成Ö子

?Ê系の��ら�に� 、光�P下��*5コイ

,膜M§�Õ性Xする�め j�CA�HCO��を CO2

へと変換する方@へ��ら� 2�����生体膜にmし

て CO2�ÄÑ性がß��め（HCO��の 1 8F�
上）、,,TM§から/レ.イ,マトリック(へ�

!.し、RN;BL<H に��てリブロー( 1
5�ビ(リ

ンÕと;応する�
のp RN;BL<H�a定�!ず/

レ.イ,外へÂ!� CO2�(トロマ CA に��
て HCO��へ変換�! 2����、再度 �/T に��て*
5コイ,膜M§へと輸送�!る（図 2）�
!ら
一Èの CO2 発生Ñ¬�、一見��ろ�
し�_

えるが、局所§に配¡し� RN;BL<Hにmして「�

��て」の CO2を「か	�す」�めて合�§か�

���シ(テム��る�
!に��て「HCO���

�!� CO2 が�し�」海洋環境のz点をIめ�

�、̂ Æ�AÍの RN;BL<H を�て�大Ñの CO2a

定�性を発揮し、�らに��!が*5コイ,膜の

Õ性X（す�"�光合成Ö子?ÊのÞ動）と�È

動する�Ãに±えば、,,TM§にお	る CO2発生

が�!ば CA の;応にお	る H��»が¼
ら�

�� 、*5コイ,膜M外の0ロトン�度勾配

（gIH）がK加すると推定�!る�珪藻にお�て

Ñ2光の��Éに��ら� JE ク#ン*ング（Ø

 
 
図図	� 珪珪藻藻��2��ºº機機構構とと��2発発生生ママシシナナリリーー 
海洋性珪藻 �� tr$cor(utu' にお	る CCM のg

|Ó�+6を図ªし���!ぞ! ,A:L> I～I2�
図 4にお	る�機�素�度eとm応して�る�

�機�素のフ5ック(を�:の太��ªし��

,A:L> ITII��À緑体からの CO2�.Ï{�*

5コイ,M§への HCO��輸送が光合成Æ度を

�めるÆ因�� 、�/T�(トロマ CA�ß発

¤して�る��!にmし、,A:L> III�� ,,TM
§にお	る CO2 発生が光合成の[ÆÑ¬��

る�,A:L> I2��、�機�素�度がØWにß�、

(トロマからの¨�§� CO2 D·�光合成が

可能と推定�!る��お、珪藻にお�て細胞質

からÀ緑体(トロマへの�機�素輸送4$ニ

)ム�未だ9明��る�図� /ABF:D:P: :G= 
M:MLN=: �2025� 	2の�のを改訂し�� 
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光X学§�光の 1 �）に� gIH が^Æと�!て

お �2、CCM と光Ï\がÈlして�る可能性�

考えら!る�gIH�膜Ö�（gh）と �/T�性の

関$性���Aめ�Ö子?ÊとCCMの8·に�

�て�、,,T が光X学系タンパク質を��のか、

��(トロマ*5コイ,膜と�続して�るのか

�関$してお 、�だ�だ�後の¶題が山¯み�

�る�後のÙ�´述するが、CO2発生マシナリー

の本���る,,T� j�CAをM�し�変異体��

CCM がK�機能し���る 2
���� 
 

�� 珪珪藻藻//レレ..イイ,,をを¯̄ううタタンンパパクク質質シシーートト 
Ï年我��、上述し� CO2 発生マシナリーの

;Æコンポー-ントの�に、�う 1�ÖÆ�因子

として珪藻/レ.イ,を¯う�うにjbするタ

ンパク質 ,RK>GHB= LA>EE（,R/A>EE）を報告し� 2
�

,R/A>EE �、フ�トアミ.Õを用��生体M感光

ty形成をP用し�0ロテオミク(に��て

RN;BL<H ���用タンパク質として\定�!てお

 、1O子中に 2�のCHGL>KO>=,4インを���

藻類の中��;に珪藻と�0ト藻に保j�!、


!ら��ず!�;Æ�海洋一次生産者��る�ク

5イオÖÜに�る構造解析から、1O子の ,R/A>EE
タンパク質� 16 本の i(ト5ン,と 2�の平Ã

� i シートを��、�� C q�ÛeがÔのO子

に��がる�うに�びて別の ,R/A>EEO子にお	

る¹にVÖし�ポケットに�� 込む
と�×

Ö���用を形成する
とが明らかと���（図

3）�
!に��て ,R/A>EE�シート��*�ーブ

�の��構造を� 、珪藻の/レ.イ,を¯うタ

ンパク質シートを形成する�,R/A>EE が珪藻/レ

.イ,の]囲を¯�て�る
と� G", 融合タン

パク質に�る¬光ÇO�ク5イオÖÜト�グ5

フィーに��て��µ��る 2
����我���めて

特異性がß� CRI/,R�C:L9�ニッ$ーゼを用��

ゲ.ム編集技術に��て、海洋性珪藻 �� 
pseudo(a(a の ,R/A>EE1お�び ,R/A>EE2（発¤Íの

ß� 2�のアイソフ�ーム）をzkし�変異体を

�®し��,R/A>EE 変異体��/レ.イ,を囲う

,R/A>EE タンパク質シートがEMして�るのにm

し、/レ.イ,とみら!る6ビ(コの-集構造�

���!���� 、,R/A>EE�の�の� RN;BL<H

の-集（���OÕ�構造の形成）�の�のに関

:し��と考えら!る�kØに珪藻 �� tr$cor(utu'
�� ,5CO1 とCば!るL�変性タンパク質が

RN;BL<H のリン$ータンパク質として��ら�、

-集体の形成をY�¼
す
とがªD�!て�

る �	�一方�©B��
とに、,R/A>EE 変異体�

� ,,T がEMしてお 、RN;BL<H が-集し�/レ

.イ,マトリック(に��て�形z異W�o�

Xが�µ�!� 2
�
の
とから ,R/A>EE�、R

��と� �� pseudo(a(aにお�て�単に/レ.イ

,の殻タンパク質として���「機能§�」/レ

.イ,の形成を¨�§��し�間�§に'ポー

トする機能を担�て�ると考えら!る�一方�

,R/A>EE タンパク質�の�のの機能�生�§b¢

に��て�未だ9明�点がg��«藻の$63%

シソーム��`�!る�う�選h§バリアとし

ての機能（CO2の�.Ï{� O2の#入Ï{）を

�するかに��て �
、�後k験に�る検証が^Æ

��ろう��� ,R/A>EE がhBにして/レ.イ,

]辺を¯�て�るのか、RN;BL<H との���用�

�のO子4$ニ)ムの解明��後の¶題��る� 

 
�� 珪珪藻藻ににおお		るるgg層層§§�� ��2""jj§§光光合合成成 


��海洋性珪藻にお	るフ6機能の CCM

を解Êして��が、藻類の�� CCM�*��!

 
 
図図 
� 珪珪藻藻//レレ..イイ,,をを¯̄うう �1!)'** 
海洋性珪藻 �� pseudo(a(a のÀ緑体ク5イオÖ

Üト�グ5フィー画)と,R/A>EE1タンパク質の

構造を概略§にªし��図� /ABF:D:P: >M :E� 
�2024� 2
の�のを改訂し�� 
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日本光合成学会 次期会長選挙のお知らせ 

 

「日本光合成学会会則（平成 21 年 6 月 1 日施行）第 5 条」に基づき、次期会長選挙（任期:令

和 9 年 1 月 1 日〜令和 10 年 12 月 31 日の 2 年間）を行ないます。本会では任期一年前に新

会長を選出し、会の円滑、継続的な運営をはかることになっています。この会報の末尾に添付さ

れている投票用紙に会員の中から会長候補者 1 名の氏名を明記し、同封した返信用封筒にいれて

選挙管理委員会宛に 11 月 30 日までにご返送下さい（消印有効）。会員名簿は本号の巻末をご覧

下さい。 

これまでの本会会長は、宮地重遠、西村光雄、佐藤公行、金井龍二、井上頼直、高宮建一郎、村

田紀夫（二期）、伊藤繁（二期）、池内昌彦（二期）、田中歩、高橋裕一郎（二期）、鹿内利治、久堀

徹、沈 建仁（現会長：任期 令和 7 年 1 月 1 日〜令和 8 年 12 月 31 日、二期）の諸氏です。

「会則 5 条の 1 では会長は連続して二期を超えて再任されない」となっております。  

日本光合成学会役員選出に関する申し合わせ（平成 27 年 5 月 27 日幹事会）第 2 条「幹事は、

会長選挙に推薦する候補者としてふさわしい会員を 3 名連記で投票する。投票結果が上位の会員

について、常任幹事会は、本人の意向を確認した上で、若干名を推薦候補者として決定する。」に

基づき、常任幹事会は以下の 4 名（五十音順）を会長候補者として推薦します。 

 

栗栖 源嗣（大阪大学）、園池 公毅（早稲田大学）、藤田 祐一（名古屋大学）、皆川 純（基礎

生物学研究所） 

 

日本光合成学会 選挙管理委員会 

野⼝ 巧 （名古屋⼤学⼤学院理学研究科） 

三野 広幸（名古屋⼤学⼤学院理学研究科） 

 

投票用紙の送付先 

〒464-8602 

名古屋市千種区不老町 

名古屋大学大学院理学研究科 物理科学領域 

光生体エネルギー研究室内 

日本光合成学会選挙管理委員会 行き  
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が9Æと�るß CO2 環境にお�て機能がg/�

!る
と�知ら!る�藻類にお�てß CO2に�る

CCM のダ
ンレ&�レーシ�ン�、異�る�機

�素�度下�の光合成�性を�定する
とに�

 細胞レ16�ÇO可能�� 、!えばK�j�

機�素の定Í用に改ª�!�ガ(クロマトグ5

フィーとÕ素Ö�を 用する
とに��て検証

��る ���図 4に�、大� CO2（0�04�）お�び

ß CO2（1�）下�JÝ�!�珪藻 �� tr$cor(utu'
Ì生�お�び �/T1、j�CA1zk�の光合成%-

ティク(をªし� ������!えば大� CO2r�下�

JÝ�!� �� tr$cor(utu' Ì生�� 0�1 FM ¬度
の�機�素�度が�!ば�大光合成Æ度をªす�

À緑体(トロマの IH を考dす!ば CO2�度� 1 
]Mに��ず、
!�珪藻 RN;BL<H タンパク質の

ミ$#リ(定m（�!ぞ! O2� �し� 52 ]M
と 36 ]M）�
� �遥かにA����に CCMに
��て RN;BL<HÏ傍に CO2が「�º」�!て�る


とがOかる�一方�ß CO2 環境�JÝ�!�

Ì生��、�大光合成Æ度を発揮する�めに 2 
FM ¬度の�j�機�素を^Æとする（図 4）�
珪藻 �� tr$cor(utu' にお�て� �/T1 �À緑体(

トロマ CA（厳密に�/レ.イ,側に I:KMB<E> �
の局bをªす �����）が <AM,"j§�シグナ6?

Êを介し、ß CO2�度に応答して ;6I,d転写因
子に�る発¤/\を受	る
とがOか�て�る
2�����	��	��kØに �/T1 のzk�がß CO2下�JÝ

し�Ì生�とÏ��機�素親^性をªす
とか

ら、0�1～2 FM付Ïの�機�素�度e（,A:L> II）
��À緑体Mにお	る CO2 の再P用�*5コイ

,膜M§への輸送が光合成の;�[ÆÑ¬に

��て�ると推定�!る 	2��お海洋にお	る�

j�機�素�度�N� 2 FM��る�め、藻類の

光合成に�る局所§� CO2 �度のA下を考dし

��特定のr�下（細胞�度が希薄��る場合�

�）��!ば、�/T�ほとん�^Æ��か�し!

��� 
上述の �/T1 zk�と�異� 、珪藻 �� 

tr$cor(utu' に お 	 る j�CA1 z k � � �� 
pseudo(a(a にお	る ,R/A>EE1
2 zk��� ,,T
にお	る CO2 発生マシナリーをEMし�変異体

���めてA�光合成�機�素親^性がみら!、

�大光合成Æ度を発揮する�めに 10 FM を越え

る�機�素�度が^Æ��る
とがOか�て�

る（図 4）2
����
の
と� ,,T局bdの j�CA が

ß CO2 環境にお�て�発¤して�る
とと�一

致し 2����、N� 2～10 FM 付Ïの�機�素�度

（,A:L> III）�� ,,Tにお	る CO2発生が光合成

の;�[ÆÑ¬とみら!る���、先述の海洋�

機�素�度を踏�えると、珪藻にと�て ,,T に
お	る CO2 発生マシナリー�「ßU¢�光合成

をÃう」と�う� �、����「海�光合成す

る」�めに^Æ�O子4$ニ)ムと捉える
とが

��る���みに¿�環境��ナンセン(�話�

�るが、40 FM ¬度の�機�素�度が�!ば珪

藻�受動~�に�る CO2 取 込みのみ��大光

合成�性を発揮��ると見¯�ら!る 	2�±�換

え!ば、�
��のß CO2 環境に至る��珪藻

にと�て CO2 発生マシナリー�^Æ��のと±

える� 


� //レレ..イイ,,dd ��� のの収収斂斂ÐÐXX 

!��解Êして�� /LC、�/T、j�CA、お�

び ,R/A>EE��珪藻CCMを支える個�のO子�、

 
 
図図 �� 珪珪藻藻 P. tricornutumÌÌ生生��おお��びび��� 関関

ÈÈ因因子子zzkk��ににおお		るる光光合合成成のの��機機��素素��度度

""jj性性 
K�j�機�素�度にmする光合成�性（光�

P下にお	るÕ素発生Æ度）をªす�+ータ�

/ABF:D:P: >M :E� �2023� �� お�び *B@BLAB >M :E� 
�2024� ��の�のを再0ロットし、�大Õ素発生

Æ度を 100�として規格Xし���!ぞ! ,A:L> 
I～I2�図 2にお	るg|Ó�+6とm応する�

図� /ABF:D:P: :G= M:MLN=: �2025� 	2の�のを

改訂し�� 
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し�Ì生�とÏ��機�素親^性をªす
とか

ら、0�1～2 FM付Ïの�機�素�度e（,A:L> II）
��À緑体Mにお	る CO2 の再P用�*5コイ

,膜M§への輸送が光合成の;�[ÆÑ¬に

��て�ると推定�!る 	2��お海洋にお	る�

j�機�素�度�N� 2 FM��る�め、藻類の

光合成に�る局所§� CO2 �度のA下を考dし

��特定のr�下（細胞�度が希薄��る場合�

�）��!ば、�/T�ほとん�^Æ��か�し!

��� 
上述の �/T1 zk�と�異� 、珪藻 �� 

tr$cor(utu' に お 	 る j�CA1 z k � � �� 
pseudo(a(a にお	る ,R/A>EE1
2 zk��� ,,T
にお	る CO2 発生マシナリーをEMし�変異体

���めてA�光合成�機�素親^性がみら!、

�大光合成Æ度を発揮する�めに 10 FM を越え

る�機�素�度が^Æ��る
とがOか�て�

る（図 4）2
����
の
と� ,,T局bdの j�CA が

ß CO2 環境にお�て�発¤して�る
とと�一

致し 2����、N� 2～10 FM 付Ïの�機�素�度

（,A:L> III）�� ,,Tにお	る CO2発生が光合成

の;�[ÆÑ¬とみら!る���、先述の海洋�

機�素�度を踏�えると、珪藻にと�て ,,T に
お	る CO2 発生マシナリー�「ßU¢�光合成

をÃう」と�う� �、����「海�光合成す

る」�めに^Æ�O子4$ニ)ムと捉える
とが

��る���みに¿�環境��ナンセン(�話�

�るが、40 FM ¬度の�機�素�度が�!ば珪

藻�受動~�に�る CO2 取 込みのみ��大光

合成�性を発揮��ると見¯�ら!る 	2�±�換

え!ば、�
��のß CO2 環境に至る��珪藻

にと�て CO2 発生マシナリー�^Æ��のと±

える� 


� //レレ..イイ,,dd ��� のの収収斂斂ÐÐXX 

!��解Êして�� /LC、�/T、j�CA、お�

び ,R/A>EE��珪藻CCMを支える個�のO子�、

 
 
図図 �� 珪珪藻藻 P. tricornutumÌÌ生生��おお��びび��� 関関

ÈÈ因因子子zzkk��ににおお		るる光光合合成成のの��機機��素素��度度

""jj性性 
K�j�機�素�度にmする光合成�性（光�

P下にお	るÕ素発生Æ度）をªす�+ータ�

/ABF:D:P: >M :E� �2023� �� お�び *B@BLAB >M :E� 
�2024� ��の�のを再0ロットし、�大Õ素発生

Æ度を 100�として規格Xし���!ぞ! ,A:L> 
I～I2�図 2にお	るg|Ó�+6とm応する�

図� /ABF:D:P: :G= M:MLN=: �2025� 	2の�のを

改訂し�� 
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珪藻がÐXのÑ¬� ¿に¡wして���のと

考えら!るが、CCM の仕組みK体を��すると

�の藻類とのL通点がg�みら!る�k験�+6

として����用�ら!て�る緑藻ク5ミ,�

ナ(の/レ.イ,d CCM を取 上��う��ず

À緑体(トロマの HCO��が �/T に��て*5コ

イ,膜M§へ取 込�!る 	��ク5ミ,�ナ(À

緑体��(トロマ*5コイ,の一Ôが/レ.イ

,にÒ入してお （IRK>GHB= MN;NE> とCば!る）、

�のM§に特異§に局bする e dの CA が*5

コイ,膜M§のÕ性XをP用して HCO��を CO2

へ変換する 		���ク5ミ,�ナ(��光合成の

¨線§Ö子?Êのみ�らず O2の光Ë*に��ら

� "E:OH=BBKHG タンパク質� gIH/\にかか"る

,KHMHG @K:=B>GM K>@NE:MBHG 5 が*5コイ,膜M§の

Õ性Xを通してCCMに@:する
と�報告�!

て�る 	
�緑藻ク5ミ,�ナ(��L�変性タン

パク質 E,5C1 が RN;BL<H のリン$ーとして-集

体形成を'ポートしてお 	�、/レ.イ,K体�

+ン0ン×�¯"!、
!が CO2 �.の~�Ô

8として機能して�る 	��珪藻 �� tr$cor(utu' に
お	る ,5CO1 � E,5C1 の機能2�ログと�考

えら!、�� ,R/A>EE シートがク5ミ,�ナ(に

お	る+ン0ン×と類似の機能を担�て�る可

能性�想定�!る���ク5ミ,�ナ(��/レ

.イ,から�!.し� CO2が LCI�
LCIC 複合体

（j�CA のオ6ソログ）に��て HCO��へと再変

換�!る 	
��上の�うに、緑藻ク5ミ,�ナ(

と海洋性珪藻��個�のO子に関してg�の場

合�アミ.Õ配#上の類似性がみら!��と�、

�!が担う生�機能に��て�ØWに似��の

がg�、À緑体Mに局所§に配¡し� RN;BL<Hに
mして「���て」の CO2を「か	�す」と��

�����\�戦略をk¤する�めに��ら�

て�る��� CO2 の�!.しをÏ�� HCO��を

再P用する点�L通し�戦略��る�\�の
と

�、Ï年� ´細�O子構造が明らかに�!�ク

ロ55クニオン藻の/レ.イ,にmして�述�

る
とが��る 	��
!らを踏�え、藻類の��

/レ.イ,��の形z�O子構造
�g���

るが、CCM の機能と�う点にお�て収斂ÐXし

て���のと考えら!る�c¥大�が�めてß�

O2�度お�び�めてA�CO2�度へ変Êする中、

�中環境�ß�光合成生産を��する�めに�

生j戦略�Ñら!て��の��ろう� 
 

�� おお""  にに 
O子研究ツー6の発展・大規模Xに@�て�Ï

�/レ.イ,・CCM 関È因子の(クリーニング

が加Æして�る��後m年間のう�に藻類の光合

成を下支えするCCMのO子レ16にお	る�解

���一|とÜÁをÈ�るだろう��の一方�、

本d中に挙��Ö子?Êと CCM の���用�、

/レ.イ,・,,T�� ¿構造の発生Ñ¬、/レ

.イ,へタンパク質が輸送�!る仕組み�、/レ

.イ,から(トロマへ光合成産�が.て��仕

組み��、�だg�のブ5ック3ック(�残�て

�る�
!らの解�に�O子・構造・生�を£¦

し�研究が^Æ��ろう��後�す�すの研究の

Ð展に@�て藻類 CCM のO子/\、ÐXの�解

がÐみ、��人工/レ.イ,��応用工学に^Æ

�知見が集¯�!る
とを期Kする� 
q��がら本稿4�の機会を:えて�だ��

�光合成研究編集委員の���へ感謝申し上�

�す���本稿4��学術変ÖÛe研究「光合成

�ビ%ティ」にお	る�動の一環としてÃ��し

�� 
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日本光合成学会 次期会長選挙のお知らせ 

 

「日本光合成学会会則（平成 21 年 6 月 1 日施行）第 5 条」に基づき、次期会長選挙（任期:令

和 9 年 1 月 1 日〜令和 10 年 12 月 31 日の 2 年間）を行ないます。本会では任期一年前に新

会長を選出し、会の円滑、継続的な運営をはかることになっています。この会報の末尾に添付さ

れている投票用紙に会員の中から会長候補者 1 名の氏名を明記し、同封した返信用封筒にいれて

選挙管理委員会宛に 11 月 30 日までにご返送下さい（消印有効）。会員名簿は本号の巻末をご覧

下さい。 

これまでの本会会長は、宮地重遠、西村光雄、佐藤公行、金井龍二、井上頼直、高宮建一郎、村

田紀夫（二期）、伊藤繁（二期）、池内昌彦（二期）、田中歩、高橋裕一郎（二期）、鹿内利治、久堀

徹、沈 建仁（現会長：任期 令和 7 年 1 月 1 日〜令和 8 年 12 月 31 日、二期）の諸氏です。

「会則 5 条の 1 では会長は連続して二期を超えて再任されない」となっております。  

日本光合成学会役員選出に関する申し合わせ（平成 27 年 5 月 27 日幹事会）第 2 条「幹事は、

会長選挙に推薦する候補者としてふさわしい会員を 3 名連記で投票する。投票結果が上位の会員

について、常任幹事会は、本人の意向を確認した上で、若干名を推薦候補者として決定する。」に

基づき、常任幹事会は以下の 4 名（五十音順）を会長候補者として推薦します。 

 

栗栖 源嗣（大阪大学）、園池 公毅（早稲田大学）、藤田 祐一（名古屋大学）、皆川 純（基礎

生物学研究所） 

 

日本光合成学会 選挙管理委員会 

野⼝ 巧 （名古屋⼤学⼤学院理学研究科） 

三野 広幸（名古屋⼤学⼤学院理学研究科） 

 

投票用紙の送付先 

〒464-8602 

名古屋市千種区不老町 

名古屋大学大学院理学研究科 物理科学領域 

光生体エネルギー研究室内 

日本光合成学会選挙管理委員会 行き  
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日本光合成学会 次期会長選挙のお知らせ 

 

「日本光合成学会会則（平成 21 年 6 月 1 日施行）第 5 条」に基づき、次期会長選挙（任期:令

和 9 年 1 月 1 日〜令和 10 年 12 月 31 日の 2 年間）を行ないます。本会では任期一年前に新

会長を選出し、会の円滑、継続的な運営をはかることになっています。この会報の末尾に添付さ

れている投票用紙に会員の中から会長候補者 1 名の氏名を明記し、同封した返信用封筒にいれて

選挙管理委員会宛に 11 月 30 日までにご返送下さい（消印有効）。会員名簿は本号の巻末をご覧

下さい。 

これまでの本会会長は、宮地重遠、西村光雄、佐藤公行、金井龍二、井上頼直、高宮建一郎、村

田紀夫（二期）、伊藤繁（二期）、池内昌彦（二期）、田中歩、高橋裕一郎（二期）、鹿内利治、久堀

徹、沈 建仁（現会長：任期 令和 7 年 1 月 1 日〜令和 8 年 12 月 31 日、二期）の諸氏です。

「会則 5 条の 1 では会長は連続して二期を超えて再任されない」となっております。  

日本光合成学会役員選出に関する申し合わせ（平成 27 年 5 月 27 日幹事会）第 2 条「幹事は、

会長選挙に推薦する候補者としてふさわしい会員を 3 名連記で投票する。投票結果が上位の会員

について、常任幹事会は、本人の意向を確認した上で、若干名を推薦候補者として決定する。」に

基づき、常任幹事会は以下の 4 名（五十音順）を会長候補者として推薦します。 

 

栗栖 源嗣（大阪大学）、園池 公毅（早稲田大学）、藤田 祐一（名古屋大学）、皆川 純（基礎

生物学研究所） 

 

日本光合成学会 選挙管理委員会 

野⼝ 巧 （名古屋⼤学⼤学院理学研究科） 

三野 広幸（名古屋⼤学⼤学院理学研究科） 

 

投票用紙の送付先 

〒464-8602 

名古屋市千種区不老町 

名古屋大学大学院理学研究科 物理科学領域 

光生体エネルギー研究室内 

日本光合成学会選挙管理委員会 行き  
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The CO2-evolving machinary supports photosynthesis of marine diatoms 
 

Ginga Shimakawa1, Yusuke Matsuda2 
 

1Graduate School of Agricultural Sciences, Kobe University 
2School of Biological and Environmental Sciences, Kwansei-Gakuin University  
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&�本«���¯»Ù©Ý²¼ Rhodobacter capsulatus �Wp�'��º�知 �� �B1-D �
M
Ô±�n��S�お��2D=GÕのIª��&+46,GÕの�Á©Ýc`´Ë(����(�ら


�����(紹介�&� 
 
�� ����めめにに 
ニトロゲナーゼ�、原核生�がÃう�素a定の

u幹を担う酵素�� 、°�中の�素O子をアン

�ニアにË*し、c¥規模�の�素N環に@:し

て�る ��
の酵素�、*B?H、*B? 、*B?' の三�

の'ブ�ニットから構成�!る（図 1）�*B? と

*B?' 'ブ�ニット��素O子のË*を担う²;

コンポー-ント（MH"> タンパク質）を、*B?H'
ブ�ニット�基質のË*に^Æ�Ö子を²;コ

ンポー-ントにD·するË*コンポー-ント（">
タンパク質）を構成する 2�各コンポー-ント�、

Õ素に©t�金属ク5(ターを�して�る�め、

ニトロゲナーゼ�<�r�下�のみ機能する� 
ニトロゲナーゼ類似酵素（*?E
 GBMKH@>G ?BQ:MBHG�

EBD> >GSRF>）�、ニトロゲナーゼと�b�アミ.

Õ配#\一性を�する酵素§の総称��る�
!

��報告�!� *?Eに�、（バクテリオ）クロロ

フ ィ 6 の 生 合 成 を 担 う =:KD�HI>K:MBO> 
IKHMH<AEHKHIAREEB=> HQB=HK>=N<M:L> � ,OR� 
�<AL*�
CAEL*����
 と <AEHKHIAREEB=> a 

 
  ‡‡¤¬²&�
*連絡先 E-mail: mo�imo�o.yoshiki.��@gmail.com 

 

HQB=HK>=N<M:L> �COR� �<A456� �、Å酵素 "	��の生

合 成 を 担 う *B2��LBKHAR=KH<AEHKBG a�c�=B:FB=>� 

jlq0 

 
図図 ��    ニニトトロロゲゲナナーーゼゼのの構構造造とと金金属属クク55((

タターー 
$� MHdニトロゲナーゼの構造、%� MHdニト

ロゲナーゼのÖ子?Ê経路、&� 各構成Æ素が

保�する金属ク5(ターの構造（藤田ら 
2018） 
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日本光合成学会 次期会長選挙のお知らせ 

 

「日本光合成学会会則（平成 21 年 6 月 1 日施行）第 5 条」に基づき、次期会長選挙（任期:令

和 9 年 1 月 1 日〜令和 10 年 12 月 31 日の 2 年間）を行ないます。本会では任期一年前に新

会長を選出し、会の円滑、継続的な運営をはかることになっています。この会報の末尾に添付さ

れている投票用紙に会員の中から会長候補者 1 名の氏名を明記し、同封した返信用封筒にいれて

選挙管理委員会宛に 11 月 30 日までにご返送下さい（消印有効）。会員名簿は本号の巻末をご覧

下さい。 

これまでの本会会長は、宮地重遠、西村光雄、佐藤公行、金井龍二、井上頼直、高宮建一郎、村

田紀夫（二期）、伊藤繁（二期）、池内昌彦（二期）、田中歩、高橋裕一郎（二期）、鹿内利治、久堀

徹、沈 建仁（現会長：任期 令和 7 年 1 月 1 日〜令和 8 年 12 月 31 日、二期）の諸氏です。

「会則 5 条の 1 では会長は連続して二期を超えて再任されない」となっております。  

日本光合成学会役員選出に関する申し合わせ（平成 27 年 5 月 27 日幹事会）第 2 条「幹事は、

会長選挙に推薦する候補者としてふさわしい会員を 3 名連記で投票する。投票結果が上位の会員

について、常任幹事会は、本人の意向を確認した上で、若干名を推薦候補者として決定する。」に

基づき、常任幹事会は以下の 4 名（五十音順）を会長候補者として推薦します。 

 

栗栖 源嗣（大阪大学）、園池 公毅（早稲田大学）、藤田 祐一（名古屋大学）、皆川 純（基礎

生物学研究所） 

 

日本光合成学会 選挙管理委員会 

野⼝ 巧 （名古屋⼤学⼤学院理学研究科） 

三野 広幸（名古屋⼤学⼤学院理学研究科） 

 

投票用紙の送付先 

〒464-8602 

名古屋市千種区不老町 

名古屋大学大学院理学研究科 物理科学領域 

光生体エネルギー研究室内 

日本光合成学会選挙管理委員会 行き  
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K>=N<MBO> <R<E:L> �C?;C � ��
、4*オニン生合成を

担う F>MAREMABH:ED:G> K>=N<M:L> �M:KH '� ���が

� ���代謝系�g��Ë*;応を²;して

�る�*?E�ニトロゲナーゼと\�に、²;コン

ポー-ントとË*コンポー-ントから構成�!、

Õ素に©t�金属ク5(ターを�する
とから、

;に<�環境下�機能する�
!らのÕ素に©t

� *?E�、<�§�ÌがÌl����生命Ý明期

のc¥環境�.¤し、Ipの生�の原始§�代謝

系を担�て��と考えら!る�
!�����代

謝系�機能する *?E が報告�!て�るが、"�と

して酵素としての機能が�解�!て���*?E�
jbする ���´¬Ø硫黄細菌  Rhodobacter 
capsulatus �バクテリオクロロフィ6生合成に関

"る 2 �の *?E、 ,OR と COR を保�し�!ら

の機能解析にお�て;Æ��+6生������

R� capsulatus�  ,OR と COR�外に�う一�機

能がOか�て��� *?E を保jしてお 、本稿�

�
の機能未知*?E酵素が担う新規�硫黄代謝経

路を 介する ��� 
  

	�  
. c���u��tu�にに保保jj��!!��機機能能未未知知 �(*  
R� capsulatus に保j�!�機能未知 *?E �、

K<<02236、K<<02235、K<<02234 に� コー,�!

る（図 2ßニトロゲナーゼの ($!�
� に因みl定

§に (!l�
� と称する）��� (!l� の上�に�5

ジ$6 /AM¶合�*ーフを�するタンパク質を

コー,するÓ?子（K<<02237）がjbし、(!l�
�
とオペロンを形成して�る�ニトロゲナーゼにお

�て *B?� とCば!る5ジ$6 /AM 酵素が;応

 
図図 	�    
. c���u��tu� のの 機機能能未未知知 �(*ÓÓ??子子]]辺辺ののÓÓ??子子GG 
m=� K<<に続� EH<NL M:@ をÄす�w¬�ªすÓ?子� 	ere$bacter sphaero$des にイセ*オンÕ"

j§�生育能を付:し�Ó?子セットを、�¬�ªすÓ?子�コアÓ?子�Ä�機能未知 *?EÓ?
子を�する­に特異§に保j�!、か�イセ*オンÕを硫黄�とするJc�特異§に¸C�!�

Ó?子をªす（5� 参�）� 

 
図図 
�  原原核核生生��のの��機機硫硫黄黄XX合合��\\XX経経路路 
¾�<�§Ç�経路を、Õ�好�§代謝経路をªす� 
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中心金属ク5(ター��る ">MH�<H（図 1）の生

合成を担う^Ù因子��る
とに因み、
!�Ð

K<<02237 を (!l� とC	�R� capsulatus のゲ.ム配

#にお�て (!l��
� Ó?子の]辺に�、(62

ンÕの一­��るタ
リンの代謝酵素��る4L<
)び TI: のÓ?子（図 2
 3）に加え、タ
リン輸

送体と推��!る T:NA�C �、(62ンÕ輸送

体と推��!る /LNCA� のÓ?子がjbする�


の
とから*?E�H '�タ
リン±のAO子(6

2ンÕの代謝を担う可能性がß�と考え�� 
 

�  ÓÓ??子子©©ff��をを用用����ÄÄ¤¤ddのの解解析析  

*?E�H ' がAO子(62ンÕの代謝に関"る

かに��て検³する�めに、
!ら (!lÓ?子の

©f�3(!l�、3(!l�、3(!l
� を�®し、<�r�

にお�て、代Ä§�AO子(62ンÕタ
リンと

イセ*オンÕを単一硫黄�として生育��るか

�うかを�Äし�（図 4）��の¶�、3(!l�、3(!l�、

3(!l
� の各��タ
リンのP用能� 3T と\±

����が、イセ*オンÕのP用能がEMする


とが�µ�!��コントロー6としてタ
リン代

謝酵素 4L< のÓ?子を©fし�31sc �タ
リン

P用能をEMし�が、イセ*オンÕ代謝能�3T
と\������
の¶��、*?EH ' と5ジ$

6 /AM 酵素の *?E� �!ぞ!が、イセ*オンÕ

を硫黄�としてP用する�めの代謝経路に^Ù

の因子�� 、�の経路�タ
リンの代謝と� 

立して�る
とをªDして�る（図 3）� 
 
��  <<��ddイイセセ**オオンンÕÕOO解解酵酵素素 �/*��にに��るる機機

能能未未知知 n��ÓÓ??子子©©ff��のの機機能能��ÅÅkk験験  

*?EH ' と *?E� が<�r�にお	るイセ*オ

ンÕの硫黄\X経路を担う可能性がªD�!

��g知の(62ンÕ\X経路�、(62ンÕ

の C�/¶合を"oし、硫黄�としてP用��る

�硫Õを生成する脱硫;応を経ると�うL通点

が�る（図 3）�R� capsulatusにお�て<�r�
�(62ンÕを\Xする酵素として.一知ら!

て�る(62ンÕ脱硫酵素 4L< を©fし�^1sc
�にお�て�イセ*オンÕの代謝が可能���

�
とから、*?EH ')び *?E��、イセ*オン

Õの C�/¶合を"oし、�硫ÕにO解する硫黄

\X経路を担う
とが推��!���
�

(!l
�©f�にお�て、イセ*オンÕの脱硫;

応の�{に� イセ*オンÕP用能がEMして

�るか�うかを�µする�めに、#ンテロバク

テリアの一­ �$loph$la 0ads0orth$a が�する、

<�r�下�イセ*オンÕの C�/¶合を"o

し、�硫ÕにO解する;応を担うg知の酵素イ

セ*オンÕリアー� ILEA�（図 3）を発¤�せ、

�の�Åを¶み���の¶�、(!l
�©f�に
お�てEMし�イセ*オンÕ\X能が�Å�!

�（図 5）�
の¶�から *?EH ')び *?E� が

 
図図 ��  <<��rr��ににおお		るるÓÓ??子子©©ff��のの生生

育育��ÄÄ 
3T と 4�の変異体を、硫黄�し（�/）、硫Õ

7、タ
リン、イセ*オンÕ7を硫黄�として、

�!ぞ! 120A、48A、72A、120AJÝし�� 

 
図図 ��  機機能能未未知知 n�� ÓÓ??子子©©ff��のの i���� にに
��るる��ÅÅ 
°1クター形質転換体（3T
^ ' 	>FI）)び、 
(!l
�（^ ' 	(!l
�）と $sl��（^ ' 	$sl��）の

発¤05(ミ,形質転換体を、イセ*オンÕを

単一硫黄�とする光合成<�L属栄Ýr�下

�生育�せ�� 
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日本光合成学会 次期会長選挙のお知らせ 

 

「日本光合成学会会則（平成 21 年 6 月 1 日施行）第 5 条」に基づき、次期会長選挙（任期:令

和 9 年 1 月 1 日〜令和 10 年 12 月 31 日の 2 年間）を行ないます。本会では任期一年前に新

会長を選出し、会の円滑、継続的な運営をはかることになっています。この会報の末尾に添付さ

れている投票用紙に会員の中から会長候補者 1 名の氏名を明記し、同封した返信用封筒にいれて

選挙管理委員会宛に 11 月 30 日までにご返送下さい（消印有効）。会員名簿は本号の巻末をご覧

下さい。 

これまでの本会会長は、宮地重遠、西村光雄、佐藤公行、金井龍二、井上頼直、高宮建一郎、村

田紀夫（二期）、伊藤繁（二期）、池内昌彦（二期）、田中歩、高橋裕一郎（二期）、鹿内利治、久堀

徹、沈 建仁（現会長：任期 令和 7 年 1 月 1 日〜令和 8 年 12 月 31 日、二期）の諸氏です。

「会則 5 条の 1 では会長は連続して二期を超えて再任されない」となっております。  

日本光合成学会役員選出に関する申し合わせ（平成 27 年 5 月 27 日幹事会）第 2 条「幹事は、

会長選挙に推薦する候補者としてふさわしい会員を 3 名連記で投票する。投票結果が上位の会員

について、常任幹事会は、本人の意向を確認した上で、若干名を推薦候補者として決定する。」に

基づき、常任幹事会は以下の 4 名（五十音順）を会長候補者として推薦します。 

 

栗栖 源嗣（大阪大学）、園池 公毅（早稲田大学）、藤田 祐一（名古屋大学）、皆川 純（基礎

生物学研究所） 

 

日本光合成学会 選挙管理委員会 

野⼝ 巧 （名古屋⼤学⼤学院理学研究科） 

三野 広幸（名古屋⼤学⼤学院理学研究科） 

 

投票用紙の送付先 

〒464-8602 

名古屋市千種区不老町 

名古屋大学大学院理学研究科 物理科学領域 

光生体エネルギー研究室内 

日本光合成学会選挙管理委員会 行き  
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別の複mのタンパク質を^Æとする�\�に

*?EH ' ��のタンパク質に"jする特z�金

属ク5(ターを�する可能性�、*?E�H ' が²

;するイセ*オンÕの脱硫;応¿体が�の酵素

をAむg|Ó;応��る可能性�考えら!る��


�、*?EH ' と *?E� が担うイセ*オンÕO解

経路が機能する�めに^Æ�小Ó?子セットを

1� R*A�L>J 解析、2� 光合成細菌にお	るコアÓ

?子�Äの=�の手法�\�し�� 
 
����   ���/'-にに��るる関関ÈÈÓÓ??子子のの\\��  
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(!l�
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�、�!ぞ!の細胞から R*A をX.し R*A�
L>Jに� �Ä解析をÃ�、イセ*オンÕをAむ

JÝr��特異§に¸C�!るÓ?子をX.し

 
図図 
�    イイセセ**オオンンÕÕをを硫硫黄黄��ととすするるrr����特特異異§§にに¸̧CC��!!��ÓÓ??子子のの転転写写レレ1166 
イセ*オンÕを硫黄�とし�場合に特異§に¸C�!� (!l�
� と (!l�]辺の³ 26 D; のÓ?子ク
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と_"!る特異§�Ó?子として、(62ンÕ
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日本光合成学会 次期会長選挙のお知らせ 

 

「日本光合成学会会則（平成 21 年 6 月 1 日施行）第 5 条」に基づき、次期会長選挙（任期:令

和 9 年 1 月 1 日〜令和 10 年 12 月 31 日の 2 年間）を行ないます。本会では任期一年前に新

会長を選出し、会の円滑、継続的な運営をはかることになっています。この会報の末尾に添付さ

れている投票用紙に会員の中から会長候補者 1 名の氏名を明記し、同封した返信用封筒にいれて

選挙管理委員会宛に 11 月 30 日までにご返送下さい（消印有効）。会員名簿は本号の巻末をご覧

下さい。 

これまでの本会会長は、宮地重遠、西村光雄、佐藤公行、金井龍二、井上頼直、高宮建一郎、村

田紀夫（二期）、伊藤繁（二期）、池内昌彦（二期）、田中歩、高橋裕一郎（二期）、鹿内利治、久堀

徹、沈 建仁（現会長：任期 令和 7 年 1 月 1 日〜令和 8 年 12 月 31 日、二期）の諸氏です。

「会則 5 条の 1 では会長は連続して二期を超えて再任されない」となっております。  

日本光合成学会役員選出に関する申し合わせ（平成 27 年 5 月 27 日幹事会）第 2 条「幹事は、

会長選挙に推薦する候補者としてふさわしい会員を 3 名連記で投票する。投票結果が上位の会員

について、常任幹事会は、本人の意向を確認した上で、若干名を推薦候補者として決定する。」に

基づき、常任幹事会は以下の 4 名（五十音順）を会長候補者として推薦します。 

 

栗栖 源嗣（大阪大学）、園池 公毅（早稲田大学）、藤田 祐一（名古屋大学）、皆川 純（基礎

生物学研究所） 

 

日本光合成学会 選挙管理委員会 

野⼝ 巧 （名古屋⼤学⼤学院理学研究科） 

三野 広幸（名古屋⼤学⼤学院理学研究科） 

 

投票用紙の送付先 

〒464-8602 

名古屋市千種区不老町 

名古屋大学大学院理学研究科 物理科学領域 

光生体エネルギー研究室内 

日本光合成学会選挙管理委員会 行き  
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の>Êを検証する�めに、(!l��
�Ó?子を

����Ï¤­ 	� sphaero$des &001� �2にお�て

(!l��
�)び ssu	�� の 7Ó?子を異­発¤�せ

る
と�、イセ*オンÕを硫黄�として\Xする

機能が付:�!るか�µし���の¶�、

(!l��
�)び ssu	���!ぞ!を単 �形質転換

し����イセ*オンÕをAむJc�の生育�

見ら!�か��が、(!l��
�)び ssu	�� の 7Ó
?子をC入し��にお�て、�b�イセ*オンÕ

をAむJc�の生育@上が�µ�!�（図 8）�

の¶�から、イセ*オンÕを硫黄�としてP用

する�めの^Æ�小Ñの因子としてイセ*オン

Õのト5(ポーター/LNCA� )びイセ*オンÕ

の脱硫;応を²;する *?E�H ' のみが^Æ��

 、*?EH '�ニトロゲナーゼの�うにB用の金

属ク5(ター生合成に関"る酵素�^Æとし�

�可能性がß�
とがªD�!�� 
 

�� ��ととめめ 
本研究��、R� capsulatusに保j�!�機能未

知 *?E の機能解析から、(62ンÕの一­、イセ

*オンÕの新規代謝経路を発見し��
の

*?EH '�、5ジ$6 /AM 酵素 *?E� とLに機能

し<�r�下�イセ*オンÕを基質とし��硫

ÕへのO解;応を²;すると考えら!る�ニトロ

ゲナーゼ(ーパーファミリーに属する酵素��

ず!Ë*コンポー-ントからD·�!るÖ子を

用��Ë*;応を²;する��の�め *?EH '�
\�にイセ*オンÕにmしてË*;応�性を�

�と推��!る�本k験の¶�から、*?E�H ' を

ILK�H '（IL>MABHG:M> K>=N<M:L>）とC称する
とを

�`する（図 3）�イセ*オンÕ�、��ブ' 2
がリ�
グ
から��F��¶eにお�て�検

.�!てお ��、Ø生�学§に�生成する硫黄X

合�の一�と考えら!る�ILK �c¥の生命Ý明

期の<�§環境�、硫黄�¡wの�めにÖÆ�役

Rを��し�と推��!る� 
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日本光合成学会 次期会長選挙のお知らせ 

 

「日本光合成学会会則（平成 21 年 6 月 1 日施行）第 5 条」に基づき、次期会長選挙（任期:令

和 9 年 1 月 1 日〜令和 10 年 12 月 31 日の 2 年間）を行ないます。本会では任期一年前に新

会長を選出し、会の円滑、継続的な運営をはかることになっています。この会報の末尾に添付さ

れている投票用紙に会員の中から会長候補者 1 名の氏名を明記し、同封した返信用封筒にいれて

選挙管理委員会宛に 11 月 30 日までにご返送下さい（消印有効）。会員名簿は本号の巻末をご覧

下さい。 

これまでの本会会長は、宮地重遠、西村光雄、佐藤公行、金井龍二、井上頼直、高宮建一郎、村

田紀夫（二期）、伊藤繁（二期）、池内昌彦（二期）、田中歩、高橋裕一郎（二期）、鹿内利治、久堀

徹、沈 建仁（現会長：任期 令和 7 年 1 月 1 日〜令和 8 年 12 月 31 日、二期）の諸氏です。

「会則 5 条の 1 では会長は連続して二期を超えて再任されない」となっております。  

日本光合成学会役員選出に関する申し合わせ（平成 27 年 5 月 27 日幹事会）第 2 条「幹事は、

会長選挙に推薦する候補者としてふさわしい会員を 3 名連記で投票する。投票結果が上位の会員

について、常任幹事会は、本人の意向を確認した上で、若干名を推薦候補者として決定する。」に

基づき、常任幹事会は以下の 4 名（五十音順）を会長候補者として推薦します。 

 

栗栖 源嗣（大阪大学）、園池 公毅（早稲田大学）、藤田 祐一（名古屋大学）、皆川 純（基礎

生物学研究所） 

 

日本光合成学会 選挙管理委員会 

野⼝ 巧 （名古屋⼤学⼤学院理学研究科） 

三野 広幸（名古屋⼤学⼤学院理学研究科） 

 

投票用紙の送付先 

〒464-8602 

名古屋市千種区不老町 

名古屋大学大学院理学研究科 物理科学領域 

光生体エネルギー研究室内 

日本光合成学会選挙管理委員会 行き  
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日本光合成学会 次期会長選挙のお知らせ 

 

「日本光合成学会会則（平成 21 年 6 月 1 日施行）第 5 条」に基づき、次期会長選挙（任期:令

和 9 年 1 月 1 日〜令和 10 年 12 月 31 日の 2 年間）を行ないます。本会では任期一年前に新

会長を選出し、会の円滑、継続的な運営をはかることになっています。この会報の末尾に添付さ

れている投票用紙に会員の中から会長候補者 1 名の氏名を明記し、同封した返信用封筒にいれて

選挙管理委員会宛に 11 月 30 日までにご返送下さい（消印有効）。会員名簿は本号の巻末をご覧

下さい。 

これまでの本会会長は、宮地重遠、西村光雄、佐藤公行、金井龍二、井上頼直、高宮建一郎、村

田紀夫（二期）、伊藤繁（二期）、池内昌彦（二期）、田中歩、高橋裕一郎（二期）、鹿内利治、久堀

徹、沈 建仁（現会長：任期 令和 7 年 1 月 1 日〜令和 8 年 12 月 31 日、二期）の諸氏です。

「会則 5 条の 1 では会長は連続して二期を超えて再任されない」となっております。  

日本光合成学会役員選出に関する申し合わせ（平成 27 年 5 月 27 日幹事会）第 2 条「幹事は、

会長選挙に推薦する候補者としてふさわしい会員を 3 名連記で投票する。投票結果が上位の会員

について、常任幹事会は、本人の意向を確認した上で、若干名を推薦候補者として決定する。」に

基づき、常任幹事会は以下の 4 名（五十音順）を会長候補者として推薦します。 

 

栗栖 源嗣（大阪大学）、園池 公毅（早稲田大学）、藤田 祐一（名古屋大学）、皆川 純（基礎

生物学研究所） 
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投票用紙の送付先 
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名古屋市千種区不老町 

名古屋大学大学院理学研究科 物理科学領域 
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（図 1）������
� 
一方、コアÔO�アロフィコシアニン（A,C）
�構成�!、各�.マーに 6個のフィコシア.ビ

リン（,C�）が¶合して�る�シア.バクテリア

のフィコビリソーム��核藻類と��るとコン

解説 解説
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日本光合成学会 次期会長選挙のお知らせ 

 

「日本光合成学会会則（平成 21 年 6 月 1 日施行）第 5 条」に基づき、次期会長選挙（任期:令

和 9 年 1 月 1 日〜令和 10 年 12 月 31 日の 2 年間）を行ないます。本会では任期一年前に新

会長を選出し、会の円滑、継続的な運営をはかることになっています。この会報の末尾に添付さ

れている投票用紙に会員の中から会長候補者 1 名の氏名を明記し、同封した返信用封筒にいれて

選挙管理委員会宛に 11 月 30 日までにご返送下さい（消印有効）。会員名簿は本号の巻末をご覧

下さい。 

これまでの本会会長は、宮地重遠、西村光雄、佐藤公行、金井龍二、井上頼直、高宮建一郎、村

田紀夫（二期）、伊藤繁（二期）、池内昌彦（二期）、田中歩、高橋裕一郎（二期）、鹿内利治、久堀

徹、沈 建仁（現会長：任期 令和 7 年 1 月 1 日〜令和 8 年 12 月 31 日、二期）の諸氏です。

「会則 5 条の 1 では会長は連続して二期を超えて再任されない」となっております。  

日本光合成学会役員選出に関する申し合わせ（平成 27 年 5 月 27 日幹事会）第 2 条「幹事は、

会長選挙に推薦する候補者としてふさわしい会員を 3 名連記で投票する。投票結果が上位の会員

について、常任幹事会は、本人の意向を確認した上で、若干名を推薦候補者として決定する。」に

基づき、常任幹事会は以下の 4 名（五十音順）を会長候補者として推薦します。 

 

栗栖 源嗣（大阪大学）、園池 公毅（早稲田大学）、藤田 祐一（名古屋大学）、皆川 純（基礎

生物学研究所） 

 

日本光合成学会 選挙管理委員会 

野⼝ 巧 （名古屋⼤学⼤学院理学研究科） 

三野 広幸（名古屋⼤学⼤学院理学研究科） 

 

投票用紙の送付先 

〒464-8602 

名古屋市千種区不老町 

名古屋大学大学院理学研究科 物理科学領域 

光生体エネルギー研究室内 

日本光合成学会選挙管理委員会 行き  
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!ぞ!異�るアポタンパク質をAん��る�,E�
Iに� ,E� が¶合し、,E�IIに� ,E�� ��~
長を,収するフィコ
ロビリン（,1�）が¶合す

る� 
,C�お�び ,E��、�ず!�
ムから生合成

�!るL通の前Þ体ビリ16ジン I4�から合成

�!る異性体�� 、発¬1としてのL役=Ö¶

合mが異�る�,C��、フ�レ,%シン"j性Õ

XË*酵素 ,<RA に��てビリ16ジン I4�の

Ô�特異§Ë*を受	て合成�!る ���一方、

�2(echococcus 7803にお�て ,E�� 15
16�ジ�,
ロビリ16ジンを中間体として、,>;A お�び
,>;� と�う 2 �のフ�レ,%シンÕXË*酵素

に��て|Ó§に生成�!る（図 3）� 
�2(echococcus 7803にお�て ,1�� ,E� を基

質としてRI<Gが²;するイソ45ーゼ;応に�

 合成�!る�フィコビオロビリン（,2�）� ,C�
� �~長側を,収するビリン�� フィコ#

リ(ロシアニンに¶合する�シア.バクテリア細

胞M�� ,><E
,><" のリガーゼ・イソ45ーゼ;

応�合成�!て�る� 
合成�!�ビリン�、,C � ,E ��の¬素複

合体のアポタンパク質にL�¶合�!る（Ä）�


の¶合;応�各ビリンに特異§�ビリンリ

アーゼが²;する�リアーゼの配#�\性に基�

��O類�� 3�のク5ン（ク5ン 1�CI</
CI>/
±� ク5ン 2�CI>6±� ク5ン 3� ,><E
,><"
 RI<G
±）と 30 のファミリーにO類�!+ータ1ー(

上��開�!て�る �2� 
,>;A � ,>;� に加えて、,E� 生合成酵素とし

て ,>;/ � ,<R4 �報告�!て�る ���� �	�©B�

�
とに、
!らのÓ?子�、シア.バクテリア

に感pするファージ�環境4タゲ.ム情報から

\定�!���らにÏ年��、O子系統解析に�

 、,<RA �フィコビリタンパク質が光合成をÃ

"��L属栄Ý細菌に由�する
とがªD�!

てお 、�!らの細菌からシア.バクテリアが


!らのÓ?子を¡w・P用し�と�うÐXシナリ

オ��`�!て�る �
�フィコビリソームが生命

ÐXの中��の�うに¡w�!、P用�!て��

のかに��て、¤b�»Ëが続�て�る� 
 

��  フフィィココビビリリソソーームムののÅÅ¬¬順順XX 
�re'2ella d$plos$pho(� �ostoc pu(ct$!or'e±、

���かのシア.バクテリア�、光環境に応�て

フィコビリソームの構成を変X�せるÅ¬順X

（<HFIE>F>GM:KR <AKHF:MB< :<<EBF:MBHG）とCば!

る適応機構を備えて�る ���
!�緑¬光�¾¬

光��の異�る~長に応答して、フィコビリソー

ムを構成する ,C� ,E��の¬素タンパク質が

入!m"る¤½��る�!えば¾¬光環境下��

,C が;成Oのフィコビリソームが形成�!、緑

¬光下�� ,E をg�Aむ構造へと" m"る


と�、,収可能�光の(ペクト6Ûeを�適Xす

る�Å¬順X�� ,E� ,Cにm応するアポタン

パク質、ビリン合成酵素、ビリンリガーゼ、リン

$ータンパク質と��� ,�/ 関È因子の発¤レ

16が大��変Xし、�¡§にフィコビリソーム

K体の構造と機能が再構��!る ��� 
Å¬順X�単�る¬素のÍ§変X����、光

質に応答するシグナ6?Ê系を介し�Ó?子発

¤/\に��て��に/\�!て�る�代Ä§�

 
図図 
� フフィィココビビリリソソーームムににPP用用��!!るるビビリリンンのの合合成成経経路路 

PcyA

ビリベルジン Ⅸα フィコシアノビリン (PCB)

15,16-ジヒドロビリベルジン

PebA

フィコエリスロビリン (PEB)

HO

ヘム

PebB

PebS/PcyX

フィコビオロビリン (PVB)

フィコウロビリン (PUB)

RpcG

PecE,
PecF

ÄÄ�シシアア..ババククテテリリアアががPP用用すするる

ビビリリンンのの特特xx 

 

ビビリリンン 吸吸収収波波長長 色色素素複複合合体体

PPCCBB
620–650 nm

（赤橙）

フィコシアニン（PC）、

アロフィコシアニン

（APC）

PPVVBB
-570 nm

（青紫〜緑）

フィコエリスロシアニン

（PEC）

PPEEBB
540–570 nm

（黄緑〜緑）

フィコエリスリン

（主にPE-I）

PPUUBB
490–500 nm

（青緑〜青）

フィコエリスリン

（主にPE-II）
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る� 
,C�お�び ,E��、�ず!�
ムから生合成

�!るL通の前Þ体ビリ16ジン I4�から合成

�!る異性体�� 、発¬1としてのL役=Ö¶

合mが異�る�,C��、フ�レ,%シン"j性Õ

XË*酵素 ,<RA に��てビリ16ジン I4�の

Ô�特異§Ë*を受	て合成�!る ���一方、

�2(echococcus 7803にお�て ,E�� 15
16�ジ�,
ロビリ16ジンを中間体として、,>;A お�び
,>;� と�う 2 �のフ�レ,%シンÕXË*酵素

に��て|Ó§に生成�!る（図 3）� 
�2(echococcus 7803にお�て ,1�� ,E� を基

質としてRI<Gが²;するイソ45ーゼ;応に�

 合成�!る�フィコビオロビリン（,2�）� ,C�
� �~長側を,収するビリン�� フィコ#

リ(ロシアニンに¶合する�シア.バクテリア細

胞M�� ,><E
,><" のリガーゼ・イソ45ーゼ;

応�合成�!て�る� 
合成�!�ビリン�、,C � ,E ��の¬素複

合体のアポタンパク質にL�¶合�!る（Ä）�


の¶合;応�各ビリンに特異§�ビリンリ

アーゼが²;する�リアーゼの配#�\性に基�

��O類�� 3�のク5ン（ク5ン 1�CI</
CI>/
±� ク5ン 2�CI>6±� ク5ン 3� ,><E
,><"
 RI<G
±）と 30 のファミリーにO類�!+ータ1ー(

上��開�!て�る �2� 
,>;A � ,>;� に加えて、,E� 生合成酵素とし

て ,>;/ � ,<R4 �報告�!て�る ���� �	�©B�

�
とに、
!らのÓ?子�、シア.バクテリア

に感pするファージ�環境4タゲ.ム情報から

\定�!���らにÏ年��、O子系統解析に�

 、,<RA �フィコビリタンパク質が光合成をÃ

"��L属栄Ý細菌に由�する
とがªD�!

てお 、�!らの細菌からシア.バクテリアが


!らのÓ?子を¡w・P用し�と�うÐXシナリ

オ��`�!て�る �
�フィコビリソームが生命

ÐXの中��の�うに¡w�!、P用�!て��

のかに��て、¤b�»Ëが続�て�る� 
 

��  フフィィココビビリリソソーームムののÅÅ¬¬順順XX 
�re'2ella d$plos$pho(� �ostoc pu(ct$!or'e±、

���かのシア.バクテリア�、光環境に応�て

フィコビリソームの構成を変X�せるÅ¬順X

（<HFIE>F>GM:KR <AKHF:MB< :<<EBF:MBHG）とCば!

る適応機構を備えて�る ���
!�緑¬光�¾¬

光��の異�る~長に応答して、フィコビリソー

ムを構成する ,C� ,E��の¬素タンパク質が

入!m"る¤½��る�!えば¾¬光環境下��

,C が;成Oのフィコビリソームが形成�!、緑

¬光下�� ,E をg�Aむ構造へと" m"る


と�、,収可能�光の(ペクト6Ûeを�適Xす

る�Å¬順X�� ,E� ,Cにm応するアポタン

パク質、ビリン合成酵素、ビリンリガーゼ、リン

$ータンパク質と��� ,�/ 関È因子の発¤レ

16が大��変Xし、�¡§にフィコビリソーム

K体の構造と機能が再構��!る ��� 
Å¬順X�単�る¬素のÍ§変X����、光

質に応答するシグナ6?Ê系を介し�Ó?子発

¤/\に��て��に/\�!て�る�代Ä§�

 
図図 
� フフィィココビビリリソソーームムににPP用用��!!るるビビリリンンのの合合成成経経路路 

PcyA

ビリベルジン Ⅸα フィコシアノビリン (PCB)

15,16-ジヒドロビリベルジン

PebA

フィコエリスロビリン (PEB)

HO

ヘム

PebB

PebS/PcyX

フィコビオロビリン (PVB)

フィコウロビリン (PUB)

RpcG

PecE,
PecF

ÄÄ�シシアア..ババククテテリリアアががPP用用すするる

ビビリリンンのの特特xx 

 

ビビリリンン 吸吸収収波波長長 色色素素複複合合体体

PPCCBB
620–650 nm

（赤橙）

フィコシアニン（PC）、

アロフィコシアニン

（APC）

PPVVBB
-570 nm

（青紫〜緑）

フィコエリスロシアニン

（PEC）

PPEEBB
540–570 nm

（黄緑〜緑）

フィコエリスリン

（主にPE-I）

PPUUBB
490–500 nm

（青緑〜青）

フィコエリスリン

（主にPE-II）
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/\系として�、緑¬光セン'ーR<:E と�!に

È動する転写因子 R<:"、R<:C��が知ら!てお

 、
!らが光環境に応��フィコビリソームの

構成の転換を統\する ��R<:E にÏ¤�光セン

'ー�シア.バクテリアに広�保j�!て�る


とからシア.バクテリオクロムとCば!、シア

.バクテリアに特異§�光受?体として�%§

に研究�!て�る �����
����� 
 

�� �� 合合成成酵酵素素異異­­発発¤¤にに��るるJJØØのの解解析析とと%%

4455ddフフィィココビビリリソソーームムのの構構�� 
フィコビリソーム関ÈÓ?子�、シア.バクテ

リアのゲ.ム中に機能ク5(ターとして配¡�

!て�る�前述の�うに、フィコビリソーム��

平方@のÓ?子移動（�平?`）を介して¡w・

ÐXして��と考えら!て�るが ��、
の�平?

`のÑ¬にお�てフィコビリソームが異­由�

の構成Æ素を�の¬度受	入!る
とが��る

のか、�のÐX§可6性�未だ明らか����� 
ÖÆ�先Ã研究として、�2(echococcus 7002に
お�て、外�性の ,>;Aお�び ,>;� をH�RW

§に発¤�せ�¶�、,E� のÂ¯に� 細胞が°

¬Xする¤½がÇO�!て�る 2��
の°¬細胞

�� �2(echococcus 7002 が ,E� にm応するビリ

ンリガーゼを��て���に�かか"らず ,E�
がMb性の CI<A に¶合してお 、,C アポタン

パク質�,E�をµ?��る
とがª�!て�る�

しかし�がら、 ,E� を 合 成し�°¬の

�2(echococcus 7002 のÄ¤d��めて9>定��

 、,E� が¶合し� CI<A がフィコビリソームに

組み込�!、光[集能に@:するか�うかに��

て�未解明����� 
渡辺ら�、Ó?子a�が?j� �2(echococcus 

7942にお�て ,>;A�,>;� を¸C剤（I,TG）"j

§に発¤する�（�2(echococcus 7942 ,E�1）を構

�し、細胞M�の ,E� Íを人�§にコントロー

6する
とに成&し� 2���2(echococcus 7942 
,E�1 � I,TG をA���Jc��Ì生�と\�

の緑¬��るが、I,TG を�加し�場合、�度"

j§にコロニー�JÝ�の¬が­¬に変Xし�

（図 4A
 �）�JÝ�の,収(ペクト6を�定す

ると I,TGを�加し�Jc�JÝし�細胞� ,E�
の,収~長��る560  GFに/ークが¤!�（図

4C）�I,TG を�加して ,>;A�,>;� を発¤し��

	ると、Õ緑¬の �2(echococcus 7942 のJÝ��

­¬に� 、�らに¸C剤を�加してJÝを続	

るとJÝ��/ンク¬へと変¬し��̧ C剤をW

�と­¬だ��細胞¬�Õ緑¬に戻る
と�ª

 
図図 �� ��"���度度""jj§§にに ��� をを合合成成すするる ��n�c�ococcu� ���	 ���� 
（A）寒LJc�の生育の�子���
 C�� ,>;A
 ,>;� を¸Cし�Øの�体Jc�の生育の�子（�）と細

胞の,収(ペクト6（C）�� 
 E� 細胞¬の可Ã§変X�JÝ�（ ）と,収(ペクト6（E）をªす�

�"
 G� フィコビリソーム複合体の解析�シ�糖密度勾配¿遠心OÕ後の'ン06 �"�とフィコビリ

ソーム複合体（"
 �:）の,収(ペクト6 �G���C�
 �E�
 �G�の黒�:� ,E�（560 GF）の、白�:�

,C�（640 GF）の/ーク��る� 
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日本光合成学会 次期会長選挙のお知らせ 

 

「日本光合成学会会則（平成 21 年 6 月 1 日施行）第 5 条」に基づき、次期会長選挙（任期:令

和 9 年 1 月 1 日〜令和 10 年 12 月 31 日の 2 年間）を行ないます。本会では任期一年前に新

会長を選出し、会の円滑、継続的な運営をはかることになっています。この会報の末尾に添付さ

れている投票用紙に会員の中から会長候補者 1 名の氏名を明記し、同封した返信用封筒にいれて

選挙管理委員会宛に 11 月 30 日までにご返送下さい（消印有効）。会員名簿は本号の巻末をご覧

下さい。 

これまでの本会会長は、宮地重遠、西村光雄、佐藤公行、金井龍二、井上頼直、高宮建一郎、村

田紀夫（二期）、伊藤繁（二期）、池内昌彦（二期）、田中歩、高橋裕一郎（二期）、鹿内利治、久堀

徹、沈 建仁（現会長：任期 令和 7 年 1 月 1 日〜令和 8 年 12 月 31 日、二期）の諸氏です。

「会則 5 条の 1 では会長は連続して二期を超えて再任されない」となっております。  

日本光合成学会役員選出に関する申し合わせ（平成 27 年 5 月 27 日幹事会）第 2 条「幹事は、

会長選挙に推薦する候補者としてふさわしい会員を 3 名連記で投票する。投票結果が上位の会員

について、常任幹事会は、本人の意向を確認した上で、若干名を推薦候補者として決定する。」に

基づき、常任幹事会は以下の 4 名（五十音順）を会長候補者として推薦します。 

 

栗栖 源嗣（大阪大学）、園池 公毅（早稲田大学）、藤田 祐一（名古屋大学）、皆川 純（基礎

生物学研究所） 

 

日本光合成学会 選挙管理委員会 

野⼝ 巧 （名古屋⼤学⼤学院理学研究科） 

三野 広幸（名古屋⼤学⼤学院理学研究科） 

 

投票用紙の送付先 

〒464-8602 

名古屋市千種区不老町 

名古屋大学大学院理学研究科 物理科学領域 

光生体エネルギー研究室内 

日本光合成学会選挙管理委員会 行き  
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�!可Ã§に/\��る
と�"か��（図 4 
 
E）� 
Õ緑¬、­¬、/ンク¬に変¬し��!ぞ!の

細胞からフィコビリソームを取 .して�Äす

ると、­¬と/ンク¬のフィコビリソーム�複合

体構造がf!て�る
とがª�!� �図4"
 �2お
�び�3��一方、I,TG をA���Jc�生育�せ

�緑¬の �2(echococcus 7942 ,E�1�からwら!
�フィコビリソーム複合体 �図 4"
 �1 お�び�4�
の,収(ペクト6を·��¶�、560 GF に/ー

クが.¤し�
とから（図 4G）、
のフィコビ

リソーム� ,E� と ,C� を せ��%45d��

ると考えら!�� 
前述の�うに ,E� �緑¬の光を,収する性質

を����
� �2(echococcus 7942 ,E�1�に�
�OÍ（5 ]M）の I,TG を�加してフィコビリ

ソームの緑¬光P用能を検証し��緑¬の光の�

と�光合成の�性とK�を·��と
ろ、%45

フィコビリソームを��シア.バクテリア�Ì

生�� �K�し�
と（図 5A）、�らに光X

学系 II（695 GF）のA�'¼(ペクト6から 560、
630、650 GF ��!ぞ! ,E�¶合 ,C、,C、A,Cに
� I � の / ー ク が 検 . � ! � 
 と か ら

�2(echococcus 7942 ,E�1 ��U¢§に緑¬光を

光合成にP用��る
とがª�!�（図 5�）�
�� 、Ñ2� ,E�� ,C�dフィコビリソーム

をQf�せるが、OÍの ,E� ��!ば ,C� d
フィコビリソーム�複合体構造を��し���

,E� を受	入!ら!ると�う
とが"か��（図

6）� 

,E� をÑ2にÂ¯し�場合、フィコビリソーム

がQfすると�う点� �2(echococcus 7942のみ�
らず �2(echococcus 7002��\���る�しかし

�2(echococcus 7942 �� I,TG に�る厳密�Ó?

子発¤/\が可能�� 、,>;A、,>;� の発¤Í

を·����
とが�回の発見に繋が��と考

えて�る��後の展yとして�、g�の ,E� を

Aみ��、� >定�複合体を構�する
とが�

�!ば、�らにU¢§に緑¬光を,収��る�う

に�る可能性が�る��� ,E� をÑ2にÂ¯す

るとフィコビリソームがQfし�のか、�の原因

�未だ明らかに���て���が、ビリンが¶合

するアポタンパク質との���用、構造>定性が

��関"�て�る と考えら!る���

�2(echococcus 7942 ,E�1 細胞Mにお	る%45

dフィコビリソームの構造を CKRH�EM �解析す

る
と�、細胞M�の3一性�構造g�性��新

し�知見がwら!ると考えら!る� 
 

� おお""  にに：：LL��をを¿¿ええるる集集光光性性アアンンテテナナ複複合合

体体のの,,成成ににむむ		��kk戦戦 
2024 年に�h�!て開始し�d科�科学研究

»助成事業学術変ÖÛe（�）「M*細胞機能学：

集光性アンテナ複合体のM*」��、フィコビリ

ソームの構造§特xを�らに解明するとと�に、

�!らの知見を応用し、¿��のフィコビリソー

ムを¿える性能を�する新��フィコビリソー

ムの,.を目YしてÈlして研究をÐめて�る� 
中田ら�、
!��に  *A ナ.構造体上に機

能性タンパク質を配¡する技術「�ジ�ー6dア

 
図図 
�%%4455ddフフィィココビビリリソソーームムのの機機能能��++66 
Ì生�（3T）�� ,E�d ,C をP用するのにm
し（S）、,E�1�� ,E� が¶合し� ,C を�し
て�ると考えら!る（中D）�,E� がÑ2にjb
すると複合体�Qfする（9） 
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Synechococcus 7942 
WT Low induction 

levels of PebAB
(5 µM IPTG)

High induction 
levels of PebAB

(1 mM IPTG)
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図図 �� ��n�c�ococcu� ���	 ���� のの緑緑¬¬光光PP用用能能 
緑¬光（530 GF
 150 ]FHE IAHMHGL F�2cL��）�Ì
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を����
� �2(echococcus 7942 ,E�1�に�
�OÍ（5 ]M）の I,TG を�加してフィコビリ

ソームの緑¬光P用能を検証し��緑¬の光の�

と�光合成の�性とK�を·��と
ろ、%45

フィコビリソームを��シア.バクテリア�Ì
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と（図 5A）、�らに光X

学系 II（695 GF）のA�'¼(ペクト6から 560、
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光合成にP用��る
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�� 、Ñ2� ,E�� ,C�dフィコビリソーム

をQf�せるが、OÍの ,E� ��!ば ,C� d
フィコビリソーム�複合体構造を��し���

,E� を受	入!ら!ると�う
とが"か��（図
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,E� をÑ2にÂ¯し�場合、フィコビリソーム

がQfすると�う点� �2(echococcus 7942のみ�
らず �2(echococcus 7002��\���る�しかし

�2(echococcus 7942 �� I,TG に�る厳密�Ó?

子発¤/\が可能�� 、,>;A、,>;� の発¤Í

を·����
とが�回の発見に繋が��と考

えて�る��後の展yとして�、g�の ,E� を

Aみ��、� >定�複合体を構�する
とが�

�!ば、�らにU¢§に緑¬光を,収��る�う

に�る可能性が�る��� ,E� をÑ2にÂ¯す

るとフィコビリソームがQfし�のか、�の原因

�未だ明らかに���て���が、ビリンが¶合

するアポタンパク質との���用、構造>定性が
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�2(echococcus 7942 ,E�1 細胞Mにお	る%45

dフィコビリソームの構造を CKRH�EM �解析す

る
と�、細胞M�の3一性�構造g�性��新

し�知見がwら!ると考えら!る� 
 

� おお""  にに：：LL��をを¿¿ええるる集集光光性性アアンンテテナナ複複合合

体体のの,,成成ににむむ		��kk戦戦 
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集光性アンテナ複合体のM*」��、フィコビリ

ソームの構造§特xを�らに解明するとと�に、

�!らの知見を応用し、¿��のフィコビリソー

ムを¿える性能を�する新��フィコビリソー

ムの,.を目YしてÈlして研究をÐめて�る� 
中田ら�、
!��に  *A ナ.構造体上に機

能性タンパク質を配¡する技術「�ジ�ー6dア
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ダ0ター法」22��2���2	��2
を開発してお 、ß収¢か

�ß�¨�性を��て複m­類のタンパク質を 
 *A ナ.構造体上の�bの場所に配¡する


とに成&して�る�
の技術を�用して、¶験�

M�複m­類の酵素が関:する代謝;応のU¢

に�のO子配¡が�の�うにJØするのかに�

�て検³・報告して�る 2	��2��¤b�、
の�う

�Æ素技術をフィコビリソームへと適用する


と�、フィコビリソームを人�§に再構�する


とを目Yして�る（図 7）�$体§に�、フィコ

ビリタンパク質を  *A ナ.構造体に配¡��る

�うに、�ジ�ー6dアダ0ターを融合し�%4

5フィコビリタンパク質を·®し、�ジ�ー6d

アダ0ターの¶合Ô�をC入し� *A ナ.構造

体上に配¡する��の上�、 *A ナ.構造体を

¿bに組み合"せて¿U集合X�せる
と�、

フィコビリタンパク質の°間配¡を¿bにコン

トロー6し、�の°間配¡と機能�#-6&ー移

動U¢���の�関関$をC.する
とを目Yし

て�る� *A ナ.構造体�、�のß�配#µ¿

性から���組み合"せを�Ä§?jに¶す


とが��る�め、L�に���順[�配¡し�場

合に�の�う�機能を発揮するのか��を�Ä

¶Eする
とが��、�の知見をシア.バクテリ

アにフィー,バックする
と�新し�機能を

���フィコビリソームを��人工シア.バク

テリアの構��可能��ると考えて�る��らに

¶験�M��、­のBuを越え�フィコビリタン

パク質を組み合"せる
と�可能��る�め、L

�を%Ôする�う�機能を発揮��る組み合"

せを�見.�!るの����かと期Kして�る�

��、シア.バクテリアからX.して��リン

$ーを介して構��!て�るフィコビリソーム

のÔO構造（ロッ,）を  *A ナ.構造体に配¡

する戦略に��て�検³してお 、 *A ナ.構

造体をインターフ�イ(とし�フィコビリソー

ムの工業§P用に��て�本学術変ÖÛeから

発���る�うに�備をÐめて�ると
ろ��

る�
!らの研究成�の´細に��て�、別の機

会に改めておªし��!ばと考えて�る� 
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日本光合成学会 次期会長選挙のお知らせ 

 

「日本光合成学会会則（平成 21 年 6 月 1 日施行）第 5 条」に基づき、次期会長選挙（任期:令

和 9 年 1 月 1 日〜令和 10 年 12 月 31 日の 2 年間）を行ないます。本会では任期一年前に新

会長を選出し、会の円滑、継続的な運営をはかることになっています。この会報の末尾に添付さ

れている投票用紙に会員の中から会長候補者 1 名の氏名を明記し、同封した返信用封筒にいれて

選挙管理委員会宛に 11 月 30 日までにご返送下さい（消印有効）。会員名簿は本号の巻末をご覧

下さい。 

これまでの本会会長は、宮地重遠、西村光雄、佐藤公行、金井龍二、井上頼直、高宮建一郎、村

田紀夫（二期）、伊藤繁（二期）、池内昌彦（二期）、田中歩、高橋裕一郎（二期）、鹿内利治、久堀

徹、沈 建仁（現会長：任期 令和 7 年 1 月 1 日〜令和 8 年 12 月 31 日、二期）の諸氏です。

「会則 5 条の 1 では会長は連続して二期を超えて再任されない」となっております。  

日本光合成学会役員選出に関する申し合わせ（平成 27 年 5 月 27 日幹事会）第 2 条「幹事は、

会長選挙に推薦する候補者としてふさわしい会員を 3 名連記で投票する。投票結果が上位の会員

について、常任幹事会は、本人の意向を確認した上で、若干名を推薦候補者として決定する。」に

基づき、常任幹事会は以下の 4 名（五十音順）を会長候補者として推薦します。 

 

栗栖 源嗣（大阪大学）、園池 公毅（早稲田大学）、藤田 祐一（名古屋大学）、皆川 純（基礎

生物学研究所） 

 

日本光合成学会 選挙管理委員会 

野⼝ 巧 （名古屋⼤学⼤学院理学研究科） 

三野 広幸（名古屋⼤学⼤学院理学研究科） 

 

投票用紙の送付先 

〒464-8602 

名古屋市千種区不老町 

名古屋大学大学院理学研究科 物理科学領域 

光生体エネルギー研究室内 

日本光合成学会選挙管理委員会 行き  
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日本光合成学会 次期会長選挙のお知らせ 

 

「日本光合成学会会則（平成 21 年 6 月 1 日施行）第 5 条」に基づき、次期会長選挙（任期:令

和 9 年 1 月 1 日〜令和 10 年 12 月 31 日の 2 年間）を行ないます。本会では任期一年前に新

会長を選出し、会の円滑、継続的な運営をはかることになっています。この会報の末尾に添付さ

れている投票用紙に会員の中から会長候補者 1 名の氏名を明記し、同封した返信用封筒にいれて

選挙管理委員会宛に 11 月 30 日までにご返送下さい（消印有効）。会員名簿は本号の巻末をご覧

下さい。 

これまでの本会会長は、宮地重遠、西村光雄、佐藤公行、金井龍二、井上頼直、高宮建一郎、村

田紀夫（二期）、伊藤繁（二期）、池内昌彦（二期）、田中歩、高橋裕一郎（二期）、鹿内利治、久堀

徹、沈 建仁（現会長：任期 令和 7 年 1 月 1 日〜令和 8 年 12 月 31 日、二期）の諸氏です。

「会則 5 条の 1 では会長は連続して二期を超えて再任されない」となっております。  

日本光合成学会役員選出に関する申し合わせ（平成 27 年 5 月 27 日幹事会）第 2 条「幹事は、

会長選挙に推薦する候補者としてふさわしい会員を 3 名連記で投票する。投票結果が上位の会員

について、常任幹事会は、本人の意向を確認した上で、若干名を推薦候補者として決定する。」に

基づき、常任幹事会は以下の 4 名（五十音順）を会長候補者として推薦します。 

 

栗栖 源嗣（大阪大学）、園池 公毅（早稲田大学）、藤田 祐一（名古屋大学）、皆川 純（基礎

生物学研究所） 

 

日本光合成学会 選挙管理委員会 

野⼝ 巧 （名古屋⼤学⼤学院理学研究科） 

三野 広幸（名古屋⼤学⼤学院理学研究科） 

 

投票用紙の送付先 

〒464-8602 

名古屋市千種区不老町 

名古屋大学大学院理学研究科 物理科学領域 

光生体エネルギー研究室内 

日本光合成学会選挙管理委員会 行き  
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�ÞÞ����めめにににに  

��{���緑藻�、光をU¢§か�>KにP

用する�めに集光アンテナタンパク質 LHCII
（EB@AM�A:KO>LMBG@ <HFIE>Q II）を�用して�る ��

LHCII�、クロロフィ6と$ロテ.イ,をAむ膜

タンパク質�� 、光の,収と光X学系への'¼

#-6&ー?Êを担う� 
LHCII の;�機能�、太Ó光をU¢��,収し、

�の'¼#-6&ーを光X学系 II（IAHMHLRLM>F 
IIß,/II）の;応中心へU¢§に?Êする「集光」

��る�,/II と>定§に¶合し�¿複合体を形成

する
と�、U¢§か�>定し�#-6&ー?Ê

をÃう 2���	（図 1）�一方、Ñ2�光に� 光ÕX

ダ4ージの5Ï性がß�る場合に�、'¼#-6

&ーを�として�É�せる「Ø光X学�光（GHG�
IAHMH<A>FB<:E JN>G<ABG@ß*,-）」をÃう 
����

�、,/IIから解Õし集合体（:@@K>@:M>）を形成す

る
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X学系との¶合・解Õ�zを�かして動§に" 

mえる機構を備えて�る� 
本解Ê��、LHCII の機能に��ての�解を�

める
とを目§とする�単Õし�光X学系¿複合

体を用��gµ§ア0ロー*を 介し、LHCII の
機能を総合§に考Oする� 

 
	ÞÞ集集光光機機能能のの解解析析    

LHCII の「集光機能」�、クロロフィ6にお	

る'¼#-6&ーがØbPM�（�として�É）

�bPM�（¬光発光）、三ÖÙ形成��のMb

§¥^（BGMKBGLB< K>E:Q:MBHG）に��てM"!る前

に、�かにÇÆにU¢��光X学系の;応中心に

?Ê�!るのか�¶E��る� 

の集光機能の定Í§¶Eに広�用�ら!て

�るの�、,/IIMÔの -�f-�Ö子移動を阻害す

る  CM1 を&�し�後、クロロフィ6¬光¸C

x線（?ENHK>L<>G<> BG=N<MBHG <NKO>）を解析する手

法��る ������,/II の ;応中心（K>:<MBHG <>GM>K� 
RC）�Ö­OÕが¼
ると、,680 がÕX（,680�）
�!、-� �Ö子を受	取�てË*�!る（-��）�

通W�-� から-�へÖ子が?Ê�!るが、 CM1
&�下��、-�へのÖ子移動が阻害�!る�め、

-���zが長p間���!る（J��のHK�再

ÕXに�³ 20 Oかかる �2）�-� がË*�!�

�z��、次の'¼#-6&ーを受	取�て�Ö

­OÕを¼
せず、
の�zをÎÍ�z（<EHL>= 
LM:M>）と�う� 
v適応し� ,/II の RC�、 CM1&�後��

開b�z（HI>G LM:M>）�� 、'¼#-6&ー�

通W�お Ö­OÕにP用�!る�一度Ö­OÕ

が¼
�� RC�ÎÍ�zと� 、�の後の'¼

#-6&ーをÖ­OÕにP用�����る（図

2A）�
のと�'¼#-6&ー�、¬光����

としてb.�!る�め、¬光収¢が上rして�大

G（"F）に�る�
の�う�r��¬光収¢が "F
��立�上がるÆ度�、,/II の機能§アンテナク

ロ(セクシ�ン（?NG<MBHG:E :GM>GG: <KHLL L><MBHG）
として解析�!、
!� LHCIIから RC への'¼

#-6&ー?ÊÆ度とアンテナ'イ)を;tし

て�る（図 2�）����	� 

L�、
の手法�À�À緑体、*5コイ,膜d

����に適用�!、wら!�¬光¸Cx線�

,/II�� のアンテナ'イ)（LHCII¶合m）に

H�"jする�め、集光「U¢」と�う� �「ア

ンテナ'イ)」の�Äに;に用�ら!て�� ����	� 
しかしÏ年、構成タンパク質�がg知の単Õ

,/II�LHCII¿複合体を用�る
と�、��§アン

テナ'イ)（LHCII¶合m）をV_し�r�下�

集光U¢を¶E��る�うに��� �
�
の場合、

機能§アンテナクロ(セクシ�ンを��§アン

テナ'イ)と�Äする
と�、集光U¢を解析す

る
とが��（図 2C）、複合体の形z�環境r

�に�る集光U¢を�Äする
とが可能と�る
�
��らに、
のア0ロー*� ,700ÕXx線解析

 
 
図図 	� ¬¬光光 ¸̧CCxx線線をを用用����集集光光機機能能解解析析  

（（�））光X学系 II（,/II）の;応中心（RC）の開

b�z（OI>G RC）とÎÍ�z（CEHL>= RC）の¬

光収¢と集光能%との関$�集光能%がß�場

合、RC のÎÍお�び�大¬光（"F）への(Êが

Æ��る�（（�）） CM1&�後の¬光¸Cx線解

析に�る機能§アンテナクロ(セクシ�ン

（?NG<MBHG:E :GM>GG: <KHLL�L><MBHG）の�Ä�緑¬と

�¬の線��!ぞ!アンテナ'イ)が大��場

合と小��場合をªす�（（�））��§アンテナ'

イ)と機能§アンテナクロ(セクシ�ンの関$

から�.�!る集光U¢の¶E�緑¬と�¬の

Ûe��!ぞ!集光U¢が大��場合と小��

場合をªす� 
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日本光合成学会 次期会長選挙のお知らせ 

 

「日本光合成学会会則（平成 21 年 6 月 1 日施行）第 5 条」に基づき、次期会長選挙（任期:令

和 9 年 1 月 1 日〜令和 10 年 12 月 31 日の 2 年間）を行ないます。本会では任期一年前に新

会長を選出し、会の円滑、継続的な運営をはかることになっています。この会報の末尾に添付さ

れている投票用紙に会員の中から会長候補者 1 名の氏名を明記し、同封した返信用封筒にいれて

選挙管理委員会宛に 11 月 30 日までにご返送下さい（消印有効）。会員名簿は本号の巻末をご覧

下さい。 

これまでの本会会長は、宮地重遠、西村光雄、佐藤公行、金井龍二、井上頼直、高宮建一郎、村

田紀夫（二期）、伊藤繁（二期）、池内昌彦（二期）、田中歩、高橋裕一郎（二期）、鹿内利治、久堀

徹、沈 建仁（現会長：任期 令和 7 年 1 月 1 日〜令和 8 年 12 月 31 日、二期）の諸氏です。

「会則 5 条の 1 では会長は連続して二期を超えて再任されない」となっております。  

日本光合成学会役員選出に関する申し合わせ（平成 27 年 5 月 27 日幹事会）第 2 条「幹事は、

会長選挙に推薦する候補者としてふさわしい会員を 3 名連記で投票する。投票結果が上位の会員

について、常任幹事会は、本人の意向を確認した上で、若干名を推薦候補者として決定する。」に

基づき、常任幹事会は以下の 4 名（五十音順）を会長候補者として推薦します。 

 

栗栖 源嗣（大阪大学）、園池 公毅（早稲田大学）、藤田 祐一（名古屋大学）、皆川 純（基礎

生物学研究所） 

 

日本光合成学会 選挙管理委員会 

野⼝ 巧 （名古屋⼤学⼤学院理学研究科） 

三野 広幸（名古屋⼤学⼤学院理学研究科） 

 

投票用紙の送付先 

〒464-8602 

名古屋市千種区不老町 

名古屋大学大学院理学研究科 物理科学領域 

光生体エネルギー研究室内 

日本光合成学会選挙管理委員会 行き  
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に�適応可能�� 、単Õ ,/I�LHCI¿複合体の

集光U¢解析に�応用可能��る ��� 
�上の�うに、L�の「機能§アンテナクロ(

セクシ�ン」の�Äにと��らず、'¼#-6

&ー?ÊU¢�の�のを定Í§に¶Eする
と

が可能と��て�る� 
 


� 光光ÏÏ\\機機能能のの解解析析  

HCII が担う�う一�のÖÆ�機能�「光Ï\」

��る�H光r�下��、Ñ2�'¼#-6&ー

が光X学§にP用�!ず、�性Õ素­（RO/）を

介し�光Ô害の原因と�る ���LHCII�
の�う

�Ñ2#-6&ーを�として�Éする *,- をÃ

う役R���す ���� 
*,- に関する複mの4$ニ)ムの中 JE

（>G>K@R�=>I>G=>GM JN>G<ABG@）�*5コイ,6ー

4ンの IHA下に��て�性X�!る �
�����の

�め、JE�中性 IH とÕ性 IH�のクロロフィ6

¬光L命（?ENHK>L<>G<> EB?>MBF>）を�Äする
と

�¶E��る�,/II�LHCII¿複合体の環境が中性

IH のp、'¼#-6&ー�クロロフィ6のØb

PM�（�として�É）�bPM�（¬光発光）、

三ÖÙ形成��のMb§¥^�;応中心に�る

Ö­OÕにC用�!る（図 3A）�一方、,/II�LHCII
¿複合体の環境がÕ性 IH のp�、*,- が�性X

�!、'¼#-6&ー��として�¥^�!、¬

光L命��º�!る（図 3�）�
の�う�¬光

L命の�º�、$ロテ.イ,へ'¼#-6&ー移

動に�る�光 2�、クロロフィ6と$ロテ.イ,間

のÖ­移動�z（CA:K@> MK:GL?>K LM:M>）を介し��

光 2�、クロロフィ6間のÖ­移動�zを介し��

光 22に��て、'¼#-6&ーが�へとÇÆに�

Éする
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X�環境応答との関È性を\るうえ���U�
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LHCII ¿複合体から解Õし� LHCII が膜上�-

集（:@@K>@:MBHG）し、Ñ2�'¼#-6&ーを�
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する
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LHCII と光X学系の¶合に��て、�の¶合#

-6&ーを定Í§に解析する�めとして、�%学

§�解ÕÆ度の�定が用�ら!て�る 2
�LHCII
が ,/II に¶合して�る�zに�、,収し�#-

6&ーを;応中心へ?Êする�め LHCII の¬光

収¢�A�（図 4A）�一方、LHCII が解Õする

と、,/II と異�る LHCII 特�の¬光/ーク（77 '
�³ 678 GFに/ーク）と¬光L命（2�4 GL）が
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�Ö�る(ペクト6O析� 定Í§�O析を可

能にする 2
�77 ' ¬光(ペクト6�、¶e�度

を一定に保�し、�定用にO取して取wする�¬

光L命�、¬光L命�定±¡の'ン0626ダー

�度を/\する
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�らに、異�る�度�、�度を一定に保��が
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と�、解ÕÆ度定m（%）の�度"j性を取w

��る�wら!� % を用�て AKKA>GBNL0ロット

�EG % OL 1
T�を�成する
と�（図 4E）、�性X

#-6&ー、す�"�解ÕにÆする#-6&ーÔ

8（kU§�¶合#-6&ー）を定ÍX��る�


の解析に� 、LHCII と光X学系との¶合親^

性�構造§qÂ性のË�を�Äする
とが可能

と�る�kØに
の�う�O析を用�て、IH r
�に�る LHCII の¶合#-6&ーの変XをO析

し� 2��緑藻ク5ミ,�ナ(の ,/II�LHCII ¿複

合体のO析の¶�、複mjbする LHCII トリマー

のう�、��H�¶合して�る�の（/�LHCII）
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日本光合成学会 次期会長選挙のお知らせ 

 

「日本光合成学会会則（平成 21 年 6 月 1 日施行）第 5 条」に基づき、次期会長選挙（任期:令

和 9 年 1 月 1 日〜令和 10 年 12 月 31 日の 2 年間）を行ないます。本会では任期一年前に新

会長を選出し、会の円滑、継続的な運営をはかることになっています。この会報の末尾に添付さ

れている投票用紙に会員の中から会長候補者 1 名の氏名を明記し、同封した返信用封筒にいれて

選挙管理委員会宛に 11 月 30 日までにご返送下さい（消印有効）。会員名簿は本号の巻末をご覧

下さい。 

これまでの本会会長は、宮地重遠、西村光雄、佐藤公行、金井龍二、井上頼直、高宮建一郎、村

田紀夫（二期）、伊藤繁（二期）、池内昌彦（二期）、田中歩、高橋裕一郎（二期）、鹿内利治、久堀

徹、沈 建仁（現会長：任期 令和 7 年 1 月 1 日〜令和 8 年 12 月 31 日、二期）の諸氏です。

「会則 5 条の 1 では会長は連続して二期を超えて再任されない」となっております。  

日本光合成学会役員選出に関する申し合わせ（平成 27 年 5 月 27 日幹事会）第 2 条「幹事は、

会長選挙に推薦する候補者としてふさわしい会員を 3 名連記で投票する。投票結果が上位の会員

について、常任幹事会は、本人の意向を確認した上で、若干名を推薦候補者として決定する。」に

基づき、常任幹事会は以下の 4 名（五十音順）を会長候補者として推薦します。 

 

栗栖 源嗣（大阪大学）、園池 公毅（早稲田大学）、藤田 祐一（名古屋大学）、皆川 純（基礎

生物学研究所） 

 

日本光合成学会 選挙管理委員会 

野⼝ 巧 （名古屋⼤学⼤学院理学研究科） 

三野 広幸（名古屋⼤学⼤学院理学研究科） 

 

投票用紙の送付先 

〒464-8602 

名古屋市千種区不老町 

名古屋大学大学院理学研究科 物理科学領域 

光生体エネルギー研究室内 

日本光合成学会選挙管理委員会 行き  
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る�Ï年、ク5イオÖ子ÜOÍに� ßO解能�

解か!� ,/II_LHCII¿複合体のO子構造 2�を基

�に、LHCIIから;応中心��の'¼#-6&ー

移動をシミ�レーシ�ンする研究をÃ��� 2
� 
,/II�LHCII ¿複合体Mの各クロロフィ6の�

¡、配@、環境から'イト#-6&ーと'¼#-
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日本光合成学会 次期会長選挙のお知らせ 

 

「日本光合成学会会則（平成 21 年 6 月 1 日施行）第 5 条」に基づき、次期会長選挙（任期:令

和 9 年 1 月 1 日〜令和 10 年 12 月 31 日の 2 年間）を行ないます。本会では任期一年前に新

会長を選出し、会の円滑、継続的な運営をはかることになっています。この会報の末尾に添付さ

れている投票用紙に会員の中から会長候補者 1 名の氏名を明記し、同封した返信用封筒にいれて

選挙管理委員会宛に 11 月 30 日までにご返送下さい（消印有効）。会員名簿は本号の巻末をご覧

下さい。 

これまでの本会会長は、宮地重遠、西村光雄、佐藤公行、金井龍二、井上頼直、高宮建一郎、村

田紀夫（二期）、伊藤繁（二期）、池内昌彦（二期）、田中歩、高橋裕一郎（二期）、鹿内利治、久堀

徹、沈 建仁（現会長：任期 令和 7 年 1 月 1 日〜令和 8 年 12 月 31 日、二期）の諸氏です。

「会則 5 条の 1 では会長は連続して二期を超えて再任されない」となっております。  

日本光合成学会役員選出に関する申し合わせ（平成 27 年 5 月 27 日幹事会）第 2 条「幹事は、

会長選挙に推薦する候補者としてふさわしい会員を 3 名連記で投票する。投票結果が上位の会員

について、常任幹事会は、本人の意向を確認した上で、若干名を推薦候補者として決定する。」に

基づき、常任幹事会は以下の 4 名（五十音順）を会長候補者として推薦します。 

 

栗栖 源嗣（大阪大学）、園池 公毅（早稲田大学）、藤田 祐一（名古屋大学）、皆川 純（基礎

生物学研究所） 

 

日本光合成学会 選挙管理委員会 

野⼝ 巧 （名古屋⼤学⼤学院理学研究科） 

三野 広幸（名古屋⼤学⼤学院理学研究科） 

 

投票用紙の送付先 

〒464-8602 

名古屋市千種区不老町 

名古屋大学大学院理学研究科 物理科学領域 

光生体エネルギー研究室内 

日本光合成学会選挙管理委員会 行き  
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日本光合成学会 次期会長選挙のお知らせ 

 

「日本光合成学会会則（平成 21 年 6 月 1 日施行）第 5 条」に基づき、次期会長選挙（任期:令

和 9 年 1 月 1 日〜令和 10 年 12 月 31 日の 2 年間）を行ないます。本会では任期一年前に新

会長を選出し、会の円滑、継続的な運営をはかることになっています。この会報の末尾に添付さ

れている投票用紙に会員の中から会長候補者 1 名の氏名を明記し、同封した返信用封筒にいれて

選挙管理委員会宛に 11 月 30 日までにご返送下さい（消印有効）。会員名簿は本号の巻末をご覧

下さい。 

これまでの本会会長は、宮地重遠、西村光雄、佐藤公行、金井龍二、井上頼直、高宮建一郎、村

田紀夫（二期）、伊藤繁（二期）、池内昌彦（二期）、田中歩、高橋裕一郎（二期）、鹿内利治、久堀

徹、沈 建仁（現会長：任期 令和 7 年 1 月 1 日〜令和 8 年 12 月 31 日、二期）の諸氏です。

「会則 5 条の 1 では会長は連続して二期を超えて再任されない」となっております。  

日本光合成学会役員選出に関する申し合わせ（平成 27 年 5 月 27 日幹事会）第 2 条「幹事は、

会長選挙に推薦する候補者としてふさわしい会員を 3 名連記で投票する。投票結果が上位の会員

について、常任幹事会は、本人の意向を確認した上で、若干名を推薦候補者として決定する。」に

基づき、常任幹事会は以下の 4 名（五十音順）を会長候補者として推薦します。 

 

栗栖 源嗣（大阪大学）、園池 公毅（早稲田大学）、藤田 祐一（名古屋大学）、皆川 純（基礎

生物学研究所） 

 

日本光合成学会 選挙管理委員会 

野⼝ 巧 （名古屋⼤学⼤学院理学研究科） 

三野 広幸（名古屋⼤学⼤学院理学研究科） 

 

投票用紙の送付先 

〒464-8602 

名古屋市千種区不老町 

名古屋大学大学院理学研究科 物理科学領域 

光生体エネルギー研究室内 

日本光合成学会選挙管理委員会 行き  



光合成研究 35 (2) 2025 

 
 

97 

上�、�の変異がÖÆかをÊ明����と�う/

³に��て�る� 
我��、
!らの/題にm応する�め、系統樹

に"ら��マ6*06ア5イン4ント（M/A）と

Ê明可能 AI を組み合"せ、適応§に変Xし�ア

ミ.Õ残基をX.する新し�解析手法を開発し

�（MIGRATE、HBCBD:M: >M :E� LN;FBMM>=）�本稿�

�、MIGRATE の概Æと�の適用!として、LHC
（LB@AM�A:KO>LMBG@ <HFIE>Q）ファミリーの環境適

応パ54ータの解析に��て解Êする� 
  
����  ��� �"�  
図 1にMIGRATE の概Æをªす�本手法��、

�ず、研究m½のタンパク質と�\�アミ.Õ配

#を収集し、�のマ6*06ア5イン4ント

（M/A）を構�する�\pに、�!ぞ!の配#に

m応する機能§�る��環境§パ54ータ（$テ

�リ変m�る��È続G）を付:する
と�、「配

#情報」と「生�学§特x」をm応�	�+ータ

セットを用bする� 
次に、ア5イン4ントの各�¡にお	るアミ.

Õを特xÍとみ�し、HG>�AHM #ンコー,に��

てmG1クト6に変換する�
の&���、20­
類のアミ.Õに加えて&�ッ0をAめ� 21次*
の1クト6を定¢し、·Iするアミ.Õの�¡に

1 を、�!�外�ØをR Iてる�
!�、配#

上の「d=情報」を機械学習�Uえる「mG特x

Í」に¡�換える
とに�Iする� 

の特xÍを入%として機械学習�+6を構

�し、生�学§特x（機能�環境パ54ータ）を

xし�����る�うに�+6を学習�せる�本

手法��、5ンダムフ�レ(ト � を用�て�る�

5ンダムフ�レ(トと�、m�からm2の�定z

（質/を§ Èして+ータをO類する機械学習

手法）を用bし、�のO類¶�のgm�に��て

�¡��を�定する方法��る�5ンダムフ�レ

(トのP点�、mG��に適し�「回F�+6」

と$テ�リ��に適し�「$別�+6」の�ず!

に�m応��る点に加え、学習Ñ¬にお�て各特

xÍの@:度（ÖÆ度）を�.��る点に�る�

wら!�ÖÆ度を、ア5イン4ントの各�¡にm

応�	、�の�¡�ÇO�!るす�てのアミ.Õ

に関して¯�する
と�、残基ÖÆ度(コア（RI
(コア）を�.する�
の(コア�、「�の配#

�¡の変異が��に大��@:し�か」をÊ明す

る�の�� 、環境適応�機能OXに関Èするア

ミ.Õ残基をX.するØのY�にする
とが�

�る�我��、
の手法を MIGRATE �M:<ABG> 
E>:KGBG@�;:L>= I=>GMB?B<:MBHG H? GEH;:EER :=:IMBO> 
R>LB=N>L ALLH<B:M>= PBMA TAKBOBG@ :<KHLL =BO>KL> 
EGOBKHGF>GML�と命名し、ミオグロビンの海洋適応
��、G", の発光~長変X 
をテ(トケー(とし

て検証し、�!ぞ!のタンパク質ÐXに@:する

アミ.Õ残基のX.に成&して�る（HBCBD:M: >M :E� 
LN;FBMM>=）� 

 
����  ������		��

��をを用用���� ���''ブブ��ニニッットトオオーーソソ

ロロググ$$別別残残基基のの\\��  

我��、MIGRATE の光合成タンパク質への適

用!として、光X学系 Iに¶合する LHCI'ブ�

ニットに�目し��LHCI�、ß±��から´藻

類に��保j�!てお 、ß±����Ü­類の

核Ó?子（�hca1�4）にコー,�!�'ブ�ニット

から構成�!、,/Iの�側にYn�に配¡�!る�

一方、ク5ミ,�ナ(を��めとする緑藻類��、

Þ­類の LA<: �LA<:1 _ 8�が層�に配¡�!、,/I
と���用して�る（図Ú）�
!らの¿O子複

合体上にお�て、各 LHCI'ブ�ニット�­を¿

 
図図ÙÙ� ��� �"� のの概概ÆÆ 

96 97

光合成研究 35 (2) 2025 
 

 61 

光合成研究 
第第 35巻巻  第第 2号号（（通通巻巻 101号号））2025年年 10月月 

Vol. 35  NO. 2  October  2025 

JOURNAL OF THE JAPANESE SOCIETY OF PHOTOSYNTHESIS RESEARCH 

 
日本光合成学会 次期会長選挙のお知らせ 62 
解説 海洋性珪藻の光合成を支える CO2発生マシナリー 

                      嶋川 銀河（神戸大）、松田 祐介（関西学院大）63 
研究紹介 光合成細菌 Rhodobacter capsulatus の機能未知ニトロゲナーゼ類似酵素が担う新規硫黄代謝経路  
               守本 好希、上坂 一馬、藤田 祐一、山本 治樹（名古屋大）72 
解説特集 「集光性アンテナ複合体研究の特異点」  79 
序文                               日原 由香子（埼玉大） 80 
解説 集光性アンテナ複合体フィコビリソームの人工改変と再構成技術開発  

                   渡辺 智（東京農大）、中田 栄司（京都大）81 
解説 集光アンテナタンパク質 LHCII の機能解析             金 恩哲（日本大） 89 
解説 環境適応残基を推定する機械学習手法 MIGRATE の開発と光合成アンテナタンパク質への適用 

土方 敦司（東京薬科大）、嶺井 隆平（長浜バイオ大）、大森 聡（長浜バイオ大） 
土屋 裕子（産業技術総合研究所）、白井 剛（長浜バイオ大）          96 

表紙の紹介 生命を育んだ太古代の緑の海 
          松尾 太郎（大阪大）、三輪 久美子（大阪大）、宮下 英明（京都大）102 

報告記事 若手の会特別企画：若手研究者の海外留学レポート！ 
第 21 回 「ケンブリッジ神話体系：留学事始め」    立花 諒（ケンブリッジ大）104 

報告記事 第 32 回 光合成学会 若手の会セミナー開催報告               田中 謙也（神戸大）112 
報告記事 第 32 回 光合成学会若手の会セミナーに参加して              中村 陸玖（埼玉大）113 
事務局からのお知らせ  114 
日本光合成学会会員入会申込書  115 
日本光合成学会会則  116 
「光合成研究」投稿規定  118 
幹事会名簿  119 
会員名簿  120 
編集後記・記事募集  129 
「光合成研究」編集委員・日本光合成学会 2025年度役員  130 
次期会長選挙 投票用紙 
賛助法人会員広告 
  



光合成研究 35 (2) 2025 
 

 
 

98 

えて�����¡に配¡�!る
とが知ら!て

�る�
の�うに、LHCI�、­間�保j�!�

�g��構造§配¡をとる�\タンパク質§�

� 、�のÐXのÑ¬��のアミ.Õ残基がÖÆ

�役Rを担�て��かを明らかにする
と�、光

合成±¡の環境適応�O子ÐXを�解する上�

ÖÆ��る� 
�
�我��、MIGRATE を LHCI タンパク質

に適用し、複合体形成ÐXのÑ¬�ÖÆと考えら

!る残基のX.を¶み���ず、8­類のオーソ

ログ（1 _ 7
 9
 10）の516を�	� 7 生�­、

合È 44 本の LHCI タンパク質アミ.Õ配#を用

�、
!らの配#から構�し�M/A を用bし��

MIGRATE��、上述の通 、M/A 上の�!ぞ!

のアミ.Õを特xÍとして、機械学習�+6を用

�て各配#が�のオーソログに属するかを$別

�せ���の学習Ñ¬����度に@:し�特x

Íを統È§に集³する
と�、各アミ.Õ残基の

残基ÖÆ度（RI）(コアをw�� 


�wら!� RI(コア�、�のアミ.Õ残

基の特xがオーソログ間の$別に@:し�かを

定Í§にÄして�る�し�が�て、
の(コアが

ß�残基�、LHCI オーソログのÐXにお�て、

機能§お�び構造§にÖÆ�役Rを担�て�る

可能性がß�と考えら!る��だし、注bす��

点として、本解析手法��、機械学習�+6の$

別性能が RI(コアの�Ú性を大��S9する�

$別�度がß�場合に�、RI (コア�オーソロ

グ間のT異を規定する残基を§�にX.��る

と期K�!る�一方�、$別性能がA�場合に�、

目§変mにmする残基の@:度をº�て推定�

!るリ(クが�る��
�、本+ータの$別性能

を、機械学習$別�+6の¶EY���る "1(
コア�¶Eし�と
ろ、0�759 �����K�5
ンダムにオーソログを$別し�場合、"1 (コア

の期KG� 0�125（1
8）と�る���て、
の機

械学習�+6�HKと��え��が、7Oにß�

$別性能を��てお 、�の学習Ñ¬�wら!�

RI(コア��Ú性がß�と考えら!る� 
次に、wら!� RI(コアに��て、�の�¡

の残基がß�(コアをªし�かを解析し���の

¶�、RI(コアがß�残基�、
リック( ��か
ら
リック( E にか	てのÛeお�び
リック

( C と
リック( A を��
6ー0Ûeに局b

して��（図Û）��らに、,/I�LHCI 複合体のg

知の立体構造上に RI(コアをマッ/ングし�と


ろ、
!らのß(コア残基�、��う�Ô�す

るLHCI'ブ�ニットの一方との���用�Ûに

集中して�る
とが"か��（図中��、LA<:8
と LA<:1�LA<:7側に� RI(コアのß�残基�見

I�ら��）�中����ß� RI(コアをªし

�残基�、GEG71（LA<:8、オーソログ 4）�� 、

m応する LA<:1 �オーソログ 1��� GEN76にm応

する���、LA<:8 の GEN149にm応する�¡�、

LA<:1 �� ,KH174、LA<:3 �� GEG174 と��て

�る�オーソログ間�異�るアミ.Õに¡換�!

て�る
!らの残基�、�ず�'ブ�ニット間の

�Ûに�¡してお 、���用に@:して�ると

考えら!る�
の
と�、LHCI'ブ�ニットが、

 
図図ÚÚ� ������!� 複複合合体体おお��びび ���� ''ブブ��

ニニッットトのの立立体体構構造造 
上：	hla'2do'o(as re$(hardt$$ の LHCI�,/I 複
合体のク5イオÖ子ÜOÍに�る立体構造

�, � コー, 6C5H��'ブ�ニットにªし�m

=�オーソログのO類�:をÄす�下：LA<:8
のリ3ン�+6�下のV図�
リック(の�

¡をªして�る�
リック(の記:�先Ã研

究 �に�j� 
 

光合成研究 35 (2) 2025 
 

 
 

98 

えて�����¡に配¡�!る
とが知ら!て

�る�
の�うに、LHCI�、­間�保j�!�

�g��構造§配¡をとる�\タンパク質§�

� 、�のÐXのÑ¬��のアミ.Õ残基がÖÆ

�役Rを担�て��かを明らかにする
と�、光

合成±¡の環境適応�O子ÐXを�解する上�

ÖÆ��る� 
�
�我��、MIGRATE を LHCI タンパク質

に適用し、複合体形成ÐXのÑ¬�ÖÆと考えら

!る残基のX.を¶み���ず、8­類のオーソ

ログ（1 _ 7
 9
 10）の516を�	� 7 生�­、

合È 44 本の LHCI タンパク質アミ.Õ配#を用

�、
!らの配#から構�し�M/A を用bし��

MIGRATE��、上述の通 、M/A 上の�!ぞ!

のアミ.Õを特xÍとして、機械学習�+6を用

�て各配#が�のオーソログに属するかを$別

�せ���の学習Ñ¬����度に@:し�特x

Íを統È§に集³する
と�、各アミ.Õ残基の

残基ÖÆ度（RI）(コアをw�� 


�wら!� RI(コア�、�のアミ.Õ残

基の特xがオーソログ間の$別に@:し�かを

定Í§にÄして�る�し�が�て、
の(コアが

ß�残基�、LHCI オーソログのÐXにお�て、

機能§お�び構造§にÖÆ�役Rを担�て�る

可能性がß�と考えら!る��だし、注bす��

点として、本解析手法��、機械学習�+6の$

別性能が RI(コアの�Ú性を大��S9する�

$別�度がß�場合に�、RI (コア�オーソロ

グ間のT異を規定する残基を§�にX.��る

と期K�!る�一方�、$別性能がA�場合に�、

目§変mにmする残基の@:度をº�て推定�

!るリ(クが�る��
�、本+ータの$別性能

を、機械学習$別�+6の¶EY���る "1(
コア�¶Eし�と
ろ、0�759 �����K�5
ンダムにオーソログを$別し�場合、"1 (コア

の期KG� 0�125（1
8）と�る���て、
の機

械学習�+6�HKと��え��が、7Oにß�

$別性能を��てお 、�の学習Ñ¬�wら!�

RI(コア��Ú性がß�と考えら!る� 
次に、wら!� RI(コアに��て、�の�¡

の残基がß�(コアをªし�かを解析し���の

¶�、RI(コアがß�残基�、
リック( ��か
ら
リック( E にか	てのÛeお�び
リック

( C と
リック( A を��
6ー0Ûeに局b

して��（図Û）��らに、,/I�LHCI 複合体のg

知の立体構造上に RI(コアをマッ/ングし�と


ろ、
!らのß(コア残基�、��う�Ô�す

るLHCI'ブ�ニットの一方との���用�Ûに

集中して�る
とが"か��（図中��、LA<:8
と LA<:1�LA<:7側に� RI(コアのß�残基�見

I�ら��）�中����ß� RI(コアをªし

�残基�、GEG71（LA<:8、オーソログ 4）�� 、

m応する LA<:1 �オーソログ 1��� GEN76にm応

する���、LA<:8 の GEN149にm応する�¡�、

LA<:1 �� ,KH174、LA<:3 �� GEG174 と��て

�る�オーソログ間�異�るアミ.Õに¡換�!

て�る
!らの残基�、�ず�'ブ�ニット間の

�Ûに�¡してお 、���用に@:して�ると

考えら!る�
の
と�、LHCI'ブ�ニットが、

 
図図ÚÚ� ������!� 複複合合体体おお��びび ���� ''ブブ��

ニニッットトのの立立体体構構造造 
上：	hla'2do'o(as re$(hardt$$ の LHCI�,/I 複
合体のク5イオÖ子ÜOÍに�る立体構造

�, � コー, 6C5H��'ブ�ニットにªし�m

=�オーソログのO類�:をÄす�下：LA<:8
のリ3ン�+6�下のV図�
リック(の�

¡をªして�る�
リック(の記:�先Ã研

究 �に�j� 
 

98

光合成研究 35 (2) 2025 
 

 62 

日本光合成学会 次期会長選挙のお知らせ 

 

「日本光合成学会会則（平成 21 年 6 月 1 日施行）第 5 条」に基づき、次期会長選挙（任期:令

和 9 年 1 月 1 日〜令和 10 年 12 月 31 日の 2 年間）を行ないます。本会では任期一年前に新

会長を選出し、会の円滑、継続的な運営をはかることになっています。この会報の末尾に添付さ

れている投票用紙に会員の中から会長候補者 1 名の氏名を明記し、同封した返信用封筒にいれて

選挙管理委員会宛に 11 月 30 日までにご返送下さい（消印有効）。会員名簿は本号の巻末をご覧

下さい。 

これまでの本会会長は、宮地重遠、西村光雄、佐藤公行、金井龍二、井上頼直、高宮建一郎、村

田紀夫（二期）、伊藤繁（二期）、池内昌彦（二期）、田中歩、高橋裕一郎（二期）、鹿内利治、久堀

徹、沈 建仁（現会長：任期 令和 7 年 1 月 1 日〜令和 8 年 12 月 31 日、二期）の諸氏です。

「会則 5 条の 1 では会長は連続して二期を超えて再任されない」となっております。  

日本光合成学会役員選出に関する申し合わせ（平成 27 年 5 月 27 日幹事会）第 2 条「幹事は、

会長選挙に推薦する候補者としてふさわしい会員を 3 名連記で投票する。投票結果が上位の会員

について、常任幹事会は、本人の意向を確認した上で、若干名を推薦候補者として決定する。」に

基づき、常任幹事会は以下の 4 名（五十音順）を会長候補者として推薦します。 

 

栗栖 源嗣（大阪大学）、園池 公毅（早稲田大学）、藤田 祐一（名古屋大学）、皆川 純（基礎

生物学研究所） 

 

日本光合成学会 選挙管理委員会 

野⼝ 巧 （名古屋⼤学⼤学院理学研究科） 

三野 広幸（名古屋⼤学⼤学院理学研究科） 

 

投票用紙の送付先 

〒464-8602 

名古屋市千種区不老町 

名古屋大学大学院理学研究科 物理科学領域 

光生体エネルギー研究室内 

日本光合成学会選挙管理委員会 行き  
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オーソログ�とに特�の���用�]を¡wす

る�うにÐXして��
とを;tして�ると�

える�す�"�、本手法に��てX.�!�残基

�、LHCI'ブ�ニットの、,/I�LHCI 複合体の形

成のÐXに@:し�アミ.Õ残基��る可能性

をªDして�る� 

 
�� ���のの生生育育��度度おお��びび光光HH度度にに関関ÈÈしし��残残基基

のの\\�� 
次に、光合成生�の環境パ54ータと�関の�

るアミ.Õ残基のX.を¶み��本解析��、154
­類の光合成生�から集め� LHC タンパク質の

アミ.Õ配# 770 本をm½とし、光合成生�の代

Ä§�環境パ54ータ��る、�適生育�度と光

H度（光合成Í子{密度
 ,," ）に関Èするアミ

.Õ残基を推定する
とを目§とし�� 
しかし、一�/題が����
!らの環境パ5

4ータ�、gmの光合成��にお�てgjの+ー

タ1ー(XがÐん�おらず、インター-ット上に

�bして�るにす��か����
�我��、大

規模±¹�+6（LLM）��る CA:MG,T �G,T4�
FBGB�+6�を用�、1
686­類の�核光合成生�

­に��て�適生育�度と ,," を推定�せる


と�+ータをÅHし���だし、生成 AI の�
用に�注bが^Æ��る�LLM に��6シ-ー

シ�ン（Z´）とCば!る/題がjbし、
!�

統È§にM�らし�.%を生成するÑ¬�、kØ

に�x����情報がA�!てし�う¤½をY

す��
�、LLM の.%のFI性を¶Eする�

めに、�ず生育環境が��知ら!て�る複mの生

�­にお	る.%Gを検証し���の¶�、g知

のGと大���Õ���、類似し��囲のGをÈ

して�る
とが�µ�!��次に、統È§�整合

性を¶Eする�め、生�­の環境パ54ータと、

\�に推定し�各生�­の'YII>G�G>B@>Kの�&
O類 ��との関$を解析し���の¶�、wら!�

OV�、�&区Oから想定�!る環境r�と整合

してお 、LLM に�る推定Gが大����して

���
とがª�!�（図Ü）��上の検証¶�

に基��、我��
!らのGを環境パ54ータと

して�用し、MIGRATE を適用する
と�、光合

成生�の LHC タンパク質のアミ.Õ配#と環境

適応Æ因との関Èを\�する
とにし�� 

 
図図ÛÛ� オオーーソソロロググgg��XXにに関関::しし��とと推推定定

��!!��アアミミ..ÕÕ残残基基ののOOVV 
上：LHCI 複合体構造へのマッ/ング�下：

LA<:8にお	る各アミ.Õ残基のRI(コアの

OV�
リック(の記:�先Ã研究 �に�j� 

 
図図 �� ���にに����てて推推��しし��生生��­­のの��適適生生

育育��度度とと光光HH度度のの��&&区区OO��ととののOOVV 
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日本光合成学会 次期会長選挙のお知らせ 

 

「日本光合成学会会則（平成 21 年 6 月 1 日施行）第 5 条」に基づき、次期会長選挙（任期:令

和 9 年 1 月 1 日〜令和 10 年 12 月 31 日の 2 年間）を行ないます。本会では任期一年前に新

会長を選出し、会の円滑、継続的な運営をはかることになっています。この会報の末尾に添付さ

れている投票用紙に会員の中から会長候補者 1 名の氏名を明記し、同封した返信用封筒にいれて

選挙管理委員会宛に 11 月 30 日までにご返送下さい（消印有効）。会員名簿は本号の巻末をご覧

下さい。 

これまでの本会会長は、宮地重遠、西村光雄、佐藤公行、金井龍二、井上頼直、高宮建一郎、村

田紀夫（二期）、伊藤繁（二期）、池内昌彦（二期）、田中歩、高橋裕一郎（二期）、鹿内利治、久堀

徹、沈 建仁（現会長：任期 令和 7 年 1 月 1 日〜令和 8 年 12 月 31 日、二期）の諸氏です。

「会則 5 条の 1 では会長は連続して二期を超えて再任されない」となっております。  

日本光合成学会役員選出に関する申し合わせ（平成 27 年 5 月 27 日幹事会）第 2 条「幹事は、

会長選挙に推薦する候補者としてふさわしい会員を 3 名連記で投票する。投票結果が上位の会員

について、常任幹事会は、本人の意向を確認した上で、若干名を推薦候補者として決定する。」に

基づき、常任幹事会は以下の 4 名（五十音順）を会長候補者として推薦します。 

 

栗栖 源嗣（大阪大学）、園池 公毅（早稲田大学）、藤田 祐一（名古屋大学）、皆川 純（基礎

生物学研究所） 

 

日本光合成学会 選挙管理委員会 

野⼝ 巧 （名古屋⼤学⼤学院理学研究科） 

三野 広幸（名古屋⼤学⼤学院理学研究科） 

 

投票用紙の送付先 

〒464-8602 

名古屋市千種区不老町 

名古屋大学大学院理学研究科 物理科学領域 

光生体エネルギー研究室内 

日本光合成学会選挙管理委員会 行き  



光合成研究 35 (2) 2025 

 
 

101 

謝謝ÆÆ 
埼玉大学大学院�工学研究科の日原由香子p

mに�、本¸へ.�する機会を:えて��だ��

し��基�生�学研究所 �Ip�の金恩哲 助pに
�、光H度にmする G,T 0ロン0トの�}をし

て��だ��し��本研究�、dÔ科学�学術変

ÖÛe研究（A）「光合成�ビ%ティ」の研究助

成を受	てÃ����の�す� 
 
Received Aug 22, 2025; Accepted Sep 1
, 2025; Published 

Oct 30, 2025. 
 
参参考考dd�� 
1� OKM
  � R�
 6AN
 4� � M>EBL
 A� OIMBFBSBG@ 

:GM>GG: LBS> MH F:QBFBS> IAHMHLRGMA>MB< 
>??B<B>G<R� �la(t �h2s$ol� ���
 79_85 �2011�� 

2� 'HLN@B
 M� et al� CA:K:<M>KBS:MBHG H? MA> ?:K�K>= 
EB@AM :;LHK;BG@ EB@AM�A:KO>LMBG@ <AEHKHIAREE :
; 
;BG=BG@ <HFIE>Q
 : =>KBO:MBO> H? MA> =BLMBG<MBO> 
LA<: @>G> ?:FBER BG @K>>G :E@:>� �ro(t� �la(t 
�c$� ��
 1_15 �2024�� 

3� LB<AM:K@>
 O�
 �HNKG>
 H� R� � CHA>G
 "� E� AG 
>OHENMBHG:KR MK:<> F>MAH= =>?BG>L ;BG=BG@ 
LNK?:<>L <HFFHG MH IKHM>BG ?:FBEB>L� �� �ol� 
�$ol� 	��
 342_58 �1996�� 

4� &NFI>K
 &� � H:LL:;BL
  � ,KHM>BG LMKN<MNK> 
IK>=B<MBHGL MH :MHFB< :<<NK:<R PBMA AEIA:"HE=� 
�at� �ethods ��
 11_12 �2022�� 

5� /<AFBKE>K
 R�
 H>BGSBG@>K
 M� � RHLM
 �� "BG>�
MNGBG@ IKHM>BG E:G@N:@> FH=>EL ;HHLML 
IK>=B<MBHGL :<KHLL =BO>KL> M:LDL� �at� 	o''u(�  
��
 1_10 �2024�� 

6� �K>BF:G
 L� R:G=HF "HK>LML� �ach� �ear(� ��
 
5_32 �2001�� 

7� ILH@:B
 5� et al� CHFFHG :G= NGBJN> LMK:M>@B>L 
H? FRH@EH;BG >OHENMBHG ?HK =>>I�L>: :=:IM:MBHG 
H? =BOBG@ F:FF:EL� $�c$e(ce 	�
 102920 
�2021�� 

8� &NG@
 G�
 3B>AE>K
 &� � 6NF;NL<A
 A� TA> 
IAHMHIARLB<L H? @K>>G ?ENHK>L<>GM IKHM>BG� 
IG?EN>G<> H? MA> D>R :FBGH :<B=L :M IHLBMBHGL 65
 
203
 :G= 222� �$oph2s� �� ��
 1932_1947 
�2005�� 

9� /N@:
 M� et al� /MKN<MNK> H? MA> @K>>G :E@:E 
IAHMHLRLM>F I LNI>K<HFIE>Q PBMA : =><:F>KB< 
EB@AM�A:KO>LMBG@ <HFIE>Q I� �at� �la(ts �
 626_
636 �2019�� 

10� 'HMM>D
 M�
 GKB>L>K
 &�
 �><D
 C�
 RN=HE?
 �� � 
RN;>E
 "� 3HKE= F:I H? MA> 'YII>G�G>B@>K 
<EBF:M> <E:LLB?B<:MBHG NI=:M>=� �eteorol� 
�e$tschr$!t ��
 259_263 �2006�� 

 
 
 

 
 

Application of MIGRATE: A machine learning method for estimating amino acid 
residue adaptation, to LHCI 

 

Atsushi Hijikata1, Ryuhei Minei2, Satoshi Omori2, Yuko Tsuchiya3, Tsuyoshi Shirai2 
 

1School of Life Sciences, Tokyo University of Pharmacy and Life Sciences 
2Department of Bioscience, Nagahama Institute of Bioscience and Technology 

3Artificial Intelligence Research Center, National Institute of Advanced Industrial Science and Technology  

100 101

光合成研究 35 (2) 2025 
 

 61 

光合成研究 
第第 35巻巻  第第 2号号（（通通巻巻 101号号））2025年年 10月月 

Vol. 35  NO. 2  October  2025 

JOURNAL OF THE JAPANESE SOCIETY OF PHOTOSYNTHESIS RESEARCH 

 
日本光合成学会 次期会長選挙のお知らせ 62 
解説 海洋性珪藻の光合成を支える CO2発生マシナリー 

                      嶋川 銀河（神戸大）、松田 祐介（関西学院大）63 
研究紹介 光合成細菌 Rhodobacter capsulatus の機能未知ニトロゲナーゼ類似酵素が担う新規硫黄代謝経路  
               守本 好希、上坂 一馬、藤田 祐一、山本 治樹（名古屋大）72 
解説特集 「集光性アンテナ複合体研究の特異点」  79 
序文                               日原 由香子（埼玉大） 80 
解説 集光性アンテナ複合体フィコビリソームの人工改変と再構成技術開発  

                   渡辺 智（東京農大）、中田 栄司（京都大）81 
解説 集光アンテナタンパク質 LHCII の機能解析             金 恩哲（日本大） 89 
解説 環境適応残基を推定する機械学習手法 MIGRATE の開発と光合成アンテナタンパク質への適用 

土方 敦司（東京薬科大）、嶺井 隆平（長浜バイオ大）、大森 聡（長浜バイオ大） 
土屋 裕子（産業技術総合研究所）、白井 剛（長浜バイオ大）          96 

表紙の紹介 生命を育んだ太古代の緑の海 
          松尾 太郎（大阪大）、三輪 久美子（大阪大）、宮下 英明（京都大）102 

報告記事 若手の会特別企画：若手研究者の海外留学レポート！ 
第 21 回 「ケンブリッジ神話体系：留学事始め」    立花 諒（ケンブリッジ大）104 

報告記事 第 32 回 光合成学会 若手の会セミナー開催報告               田中 謙也（神戸大）112 
報告記事 第 32 回 光合成学会若手の会セミナーに参加して              中村 陸玖（埼玉大）113 
事務局からのお知らせ  114 
日本光合成学会会員入会申込書  115 
日本光合成学会会則  116 
「光合成研究」投稿規定  118 
幹事会名簿  119 
会員名簿  120 
編集後記・記事募集  129 
「光合成研究」編集委員・日本光合成学会 2025年度役員  130 
次期会長選挙 投票用紙 
賛助法人会員広告 
  



光合成研究 35 (2) 2025 
 

 
 

102 

 
 
生生@@ををvv��

GG==11ののssのの海海 

 
 大�大学大学院_学研究科�

松?� 8��

� 大�大学大学院_学研究科�

�}��r;�

!�大学大学院"��環境学研究科�

>�� tN�

�

生命の·生��、c¥のÄ層�生命の�動に��て¤えず変Xし、�の変Xが生命のÐXを�して

���
!がc¥と生命のLÐX��る�Õ素発生d光合成生��生z系の基�を構�するとと�に、


のLÐX8の中�ÖÆ�役Rを��して�� ��2�Õ素発生d光合成生�に�る³ 25#年に�"�る

|Ó§�c¥Ä層のÕX�生�g�性の�に����³ 24#年前の大ÕXイ1ント��核生�の·生

と»栄を��らし、�らに³ 7 _ 5 #年前の新原生代ÕXイ1ントとÖ�る�うにg細胞動�が·生

し��\pに、Õ素発生d光合成生��Ä層のÕXとと�にÐXし�と考えら!る��
�����、


のLÐXと�う概aをÕ素発生d光合成生�のÐXに��込み、シア.バクテリアのL通祖先が·

生に�の�うに繋が��のかを考え���'のÕ素発生d光合成生���るシア.バクテリアのパン

グ6ー0（L通祖先と、�のÏ¤の¤�­��る(テムグ6ー0�Aめ��の）の·生に@�、海洋の

Ä層からÕXが始����c質学§�証jを踏�え!ば、��のÕXが始���の� 30#年前��る
��
の��のÕX�、Ip海洋に大Íに�jして��=EのÌをÕXし、ÕXÌ（三EのÌ）の 子

を析.�せ��
のÕXÌ�海洋のÄ層に�留し�と考えら!る�ÕXÌ�Õ¬光を選h§に,収す

る¶�、ÕXÌをAむ海洋をÄÑする光�緑¬光のみに�������ら、光の三原¬��る¾（R）・
緑（G）・Õ（�）のう�、ÕXÌ�Õ¬光を、��¾¬光を�!ぞ!,収し、残��緑¬光が海洋の

中を�らすから��る� 
Ä紙�、太古代の海中�緑¬光の環境が形成�!、シア.バクテリアのパング6ー0に選hAとし

て��、緑の光を,収して光合成にP用��るシア.バクテリアのL通祖先が»栄し�
とをÄし�

�の��る 	�シア.バクテリアのパング6ー0¿ÂのÕXに��て�ら!�緑¬光�、�のパング

6ー0のほとん�の­を¤�にÀ�込んだ��ろう�一方�ÕXÌを大ÍにAむ海洋�、\pに生命

を育む役Rを��し�か�し!���シア.バクテリアのパング6ー0の·生Ip、オ�ン層���

、生�に�害�¢外線が海ÛにÐ 注����可能性が�る ��しかし、
のÕXÌ�Õ¬光だ	��

�、¢外線をH�,収し、生命を育んだと考えら!る�²Ä紙�、
のÕXÌをg�Aんだ、¤代の®

3¾D硫黄Dの]辺海eの写���る�Ipの海洋�、写�の�うに緑¬にÄ�て��か�し!��� 
 
参参考考dd�� 
1� LRHGL
 T� 3� >M :E� CH�>OHENMBHG H? >:KER E:KMA >GOBKHGF>GML :G= FB<KH;B:E EB?>� �at� Re/� �$crob$ol� 		
 572 

_ 586 �2024�� 
2� HHEE:G=
 H�  � >M :E� TA> HQR@>G:MBHG H? MA> :MFHLIA>K> :G= H<>:GL� �h$l� �ra(s� R� �oc� � 

�
 903 _ 915 

�2006�� 
3� ,E:G:OLDR
 *� &� >M :E� EOB=>G<> ?HK HQR@>GB< IAHMHLRGMA>LBL A:E? : ;BEEBHG R>:KL ;>?HK> MA> GK>:M OQB=:MBHG 

�

 

⾲⣬ࡢ⤂௓�

102

光合成研究 35 (2) 2025 
 

 62 

日本光合成学会 次期会長選挙のお知らせ 

 

「日本光合成学会会則（平成 21 年 6 月 1 日施行）第 5 条」に基づき、次期会長選挙（任期:令

和 9 年 1 月 1 日〜令和 10 年 12 月 31 日の 2 年間）を行ないます。本会では任期一年前に新
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れている投票用紙に会員の中から会長候補者 1 名の氏名を明記し、同封した返信用封筒にいれて

選挙管理委員会宛に 11 月 30 日までにご返送下さい（消印有効）。会員名簿は本号の巻末をご覧

下さい。 

これまでの本会会長は、宮地重遠、西村光雄、佐藤公行、金井龍二、井上頼直、高宮建一郎、村

田紀夫（二期）、伊藤繁（二期）、池内昌彦（二期）、田中歩、高橋裕一郎（二期）、鹿内利治、久堀

徹、沈 建仁（現会長：任期 令和 7 年 1 月 1 日〜令和 8 年 12 月 31 日、二期）の諸氏です。

「会則 5 条の 1 では会長は連続して二期を超えて再任されない」となっております。  

日本光合成学会役員選出に関する申し合わせ（平成 27 年 5 月 27 日幹事会）第 2 条「幹事は、

会長選挙に推薦する候補者としてふさわしい会員を 3 名連記で投票する。投票結果が上位の会員

について、常任幹事会は、本人の意向を確認した上で、若干名を推薦候補者として決定する。」に

基づき、常任幹事会は以下の 4 名（五十音順）を会長候補者として推薦します。 

 

栗栖 源嗣（大阪大学）、園池 公毅（早稲田大学）、藤田 祐一（名古屋大学）、皆川 純（基礎

生物学研究所） 

 

日本光合成学会 選挙管理委員会 

野⼝ 巧 （名古屋⼤学⼤学院理学研究科） 

三野 広幸（名古屋⼤学⼤学院理学研究科） 

 

投票用紙の送付先 

〒464-8602 

名古屋市千種区不老町 

名古屋大学大学院理学研究科 物理科学領域 

光生体エネルギー研究室内 

日本光合成学会選挙管理委員会 行き  
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第 21 回「ケンブリッジ神話体系：留学事始め」 
 

Department of Plant Sciences, University of Cambridge 
Post-doctoral research associate 立花 諒 

 

 

私は、今年の 3月に京都大学で博士号を取得し、4月より英国・ケンブリッジ大学で Julian M Hibberd
教授のもと海外特別研究員としてポスドクをしている。本稿の執筆のお話をいただいた際、渡英して

3ヶ月しか経っていないし、まだ猶予はあるだろうと思って尻込みしたのだが、渡英してすぐだからこ

そ、「それまでの経緯や海外ポストをとるために行ったこと、ノウハウみたいなものを書いてくれない

か」と若手の会会長の田中謙也先生にお願いされ、この原稿を書くところとなった。確かに、近年は

SNS や各学会からの情報発信などにより海外留学体験者からの生の声を聞きやすくなったとは思うも

のの、実際に海外留学先を選定して応募するプロセスというのはブラックボックスであり、一体何か

ら始めればいいのかという人多いのではないだろうか。実際、私も「海外でポスドクをしよう」「ポス

ドクポジションを応募しよう」と思った時に、その「始め方」について勝手が分からずかなり苦労した

記憶がある。ノウハウなど大層なものを書けるかはわからないが、前半は「ゼロから始める海外留学」、

中盤は「英国生活の実際」、後半は「英国に関する噂の真実」に関して私の体験談を書いていこうと思

う。私の経験が、海外留学を考える未来の誰かの役に立てば幸いである。また、海外留学を考えていな

い方々にとっても、英国での暮らしぶりを知れるコンテンツとして楽しんでいただけたら嬉しい。 
 

1. 海外ポスドク探しの実際「私がケンブリッジに辿り着くまで」  
まずは、私がケンブリッジに至るまでの経緯を事細かに書いていこうかと思う。私は良縁に恵まれ

たのもあり、博士三回生の 10月時点では複数のポジションの中から次のポストを選ぶことができる状

況だった。最終的に海外特別研究員としてケンブリッジ大学に行くことを決断したわけだが、本項で

は、(1) 私が海外ポスドクを志したきっかけ、(2) 応募先の選定・情報収集、(3) 応募の際に気をつけた

こと、(4) 最終決断、について書いていきたい。 
 

(1) 私が海外ポスドクを志したきっかけ：私が海外でポスドクをすることを真剣に考え始めたのは博

士一回生の頃、初めて国際学会に参加したことがきっかけである。当時の私は、周りの教員はどう

やら皆海外経験があるように見えるし、お勧めする人が多いから、ぼんやりと海外に行くのかなあ、

まあ先のことは何もわかんねくらいに思っていた。学生諸君の中にはそんな人も多いのではない

だろうか？2023年に幕張で開催された International conference of Arabidopsis research (ICAR) 
は Joseph Ecker をはじめとする著名な海外研究者が多数招待されており、毎日ハイレベルな発表

が目白押しだった。初めて参加した国際学会で、ぼっち reception partyなど辛い思い出もあるが、

最先端の成果に触れ大変刺激を受けたのを覚えている。博士課程の間に、国内外の学会に多数出さ

せていただいたことには大変感謝している。現在、学生でおられる皆々様は、ぜひ国内外の様々な

学会に参加して世界を広げていくことを強く推奨したい。 
(2) 応募先の選定・情報収集：次に考えたのが、ではどこのラボに行こうかということである。渡航国

にこだわりがなかった私は、自分がやりたいことから選ぼうと考え、自分の興味がある分野の原著

若手の会特別企画：若手研究者の海外留学レポート！ 
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論文・総説論文の責任著者をとにかく調べてみた。Google scholarから毎日大量に送りつけられる

論文の波に溺れそうになりながらも、私は現在の所属ラボである英国・ケンブリッジ大学の Julian 
M Hibberd教授にたどり着いた。当時は、Julian のラボから出ている原著論文は C4 光合成関連

のものが多く、私が興味があった転写因子関連の論文はあまり多くは出ていなかった印象だった

が、2022 年に Julian のラボから出版されていた総説論文があまりにも私の興味とマッチしてい

たので、そこからずっと Julian の研究を追うようになった。そうこうしているうちに、私がやり

たいと思っているドンピシャのテーマについて、Julian のラボから数年前に PhD 学生の vacancy
が出ていたことがわかった。おそらくこのポジションの公募はもうクローズしてしまっているだ

ろうが、Julian のラボで現在行われている未発表の研究は私のやりたいテーマに違いないと確信

し、1年くらいかけて Julian の情報を集め始めた。というのも、私自身も指導教官も Julian とは

全く接点がなく、どのような人物なのか全く情報がなかったからである。実際に行ったこととして

は、インターネットに転がっている情報の切れ端を集めたのはもちろんだが、それに加えて色々な

人に評判を聞いて回ったことである。以下に私が行ったことを述べよう。 
1. 私は、海外ポジションと同時に国内のポジションの応募も並行して進めていたので、研究室見

学をさせてもらった先生方に、「海外なら誰のラボがお勧めですか」ということを失礼を承知

で聞いて回っていた。Julian の名前こそは出なかったものの、海外の関連分野の情勢を知るこ

とができ、この時の経験は大変役に立った。特にお世話になった東京大学・増田建先生および

北海道大学・田中亮一先生には、この場を借りて改めて感謝申し上げたい。 
2. 本誌「光合成研究」の研究紹介に寄稿させていただいたことがきっかけとなり、当時編集長を

やられていた龍谷大学・古本強先生から Julian のことを聞けたことも大変ためになった。古

本先生のお話からは、Julian は博士課程の指導教官である中野雄司先生とは違ったタイプで

ありながらも大変人柄に優れていそうな印象をうけた。Julian の人柄が掴めていなかったこ

とが理由で応募に尻込みしていた私にとっては大変心強かった。古本先生には、この場を借り

て改めて感謝申し上げたい。 
3. 増田先生ならびに田中先生にお誘いいただき参加した 2023年の International Conference on 

Tetrapyrrole Photoreceptors of Photosynthetic Organisms (ICTPPO) は、国外の研究者とつ

ながる大変良いきっかけとなった。なんとかしてJulianの情報を調べようと思っていた私は、

英国の研究者ならば Julian のことを知っているかもしれないと考え、英国から参加していた

サウサンプトン大学・Matthew Terry教授にランチタイムの際に話しかけ、「俺は Julian のと

ころにポスドクで応募しようと考えている。Julian のラボはポスドクとして行くのにお勧め

できるか？」と聞いてみた。今思えば、突然話しかけてきた不躾な若者をよく相手にしてくれ

たなと思うのだが、Matthew は「Definitely」と返してくれて Julian のラボの様子などを聞

くことができた。後に、Matthew と Julianは共同でグラントを提出しようとしているところ

だったことが発覚し、結果としてこの時Matthewに話しかけたのは大正解だった。Matthew
とはその後も交流があり、つい最近ケンブリッジで再会することができた。また、Matthew以
外にも、この学会ならびに関連ミニシンポジウムで巡り合ったご縁はその後の研究・論文投稿

で大変役に立った。先にも述べたことだが、現在、学生でおられる学生の皆々様には、ぜひ国

内外の様々な学会に参加して自分から研究者に話しかけてみることを強く推奨したい。一度で

はダメでも、繰り返すうちに何かいいことが起きるかもしれない。 
 

(3) 応募の際に気をつけたこと：さあ、ここで Julian のラボに応募することにかなり気持ちが傾いてい

たのだが、なかなか応募に踏み切れずにいた。単純にビビっていたのもあるが、そもそもどうやっ
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て応募のメール (Motivation letter) や Curriculum vitae (CV) を書けばいいのかわからないのだ。学

振の申請書ならば採択者からもらえるだろう。論文や学会発表なら指導教官と相談しながら進めて

いくだろう。では、海外にポスドクを応募するにはどうすればいいか？何を参考に書けばいいのか

さっぱりわからず、私は途方にくれていた。そんな中、大変参考になったのは当時米国ソーク研究

所でポスドクをされていた登達也さん (現・英国 The Sainsbury laboratory) のこのポストである 
(URL: https://x.com/tnobo_ktcs/status/1148695411974008832)。よく、海外にポスドクを応募すると無

視されるなどの噂を聞くが、私はこのツイートを参考にして書いた letterは今のところ無視された

ことはない (注：迷惑メールに入ってしまうことはある)。大変参考になる内容なので、今後

motivation letter を書く人は参考にされたい。大事なのは、宛先を変えたら使いまわせるようなメー

ルではなく、その送り先にだけ唯一当てはまるようなラブレターを送ることだと思う。私が実際に

何を書いたかというと、自分のこれまでの研究内容に加えて、本稿にここまで書いてきた内容 (私
が如何にして Julian のラボを見つけ応募するに至ったか？) に関する超具体的エピソードと、自分

が何をやりたいか、如何にして貢献できるのかを全てありのままに書いた。2 週間ほどかけて CV
と motivation letter を chat GTP と一緒に書き上げて、緊張しながら「えいやっ」とメールを送って

みると、なんと 2時間余りで「お金がないから雇うことはできないけど、是非来て欲しいからどう

やってフェローシップを取るか一緒に考えよう」という大変好意的な内容が返ってきた。実際、言

葉の通りに研究室の未発表データなども快く共有していただき、書いた学振の申請書も添削してい

ただけけた。なお、Zoomにおいては私の英語力が壊滅的すぎて大変ご迷惑をおかけしたのは言わ

ずもがなである。私が唯一聞き取れた内容は「Your CV is very strong」だけだった。 
(4) 最終決断：本項の冒頭で述べたとおり、私は海外学振と並行して複数のポジションを応募していた。

日本人的美徳感覚で行くと一途なほうが奥ゆかしくて良いように思われるかもしれないが、世界的

に見れば複数のポジションを天秤にかけて一番条件がいい場所に行くというのは割と標準的であ

る。もし気になるとしたら、自分の状況を全て正直に話した上で応募するのがいいだろう。実際に

私は、自分がケンブリッジ大学に海外学振を出していることを説明した上で他のポジションに応募

していた。天秤にかけていた一つ目のポジションは、学振 PD として北海道大学の田中先生の研究

室に行くことだったが、田中先生には海外にいくことを大変背中を押していただいたため、このポ

ジションは辞退することとなった。もう二つはスイスのポスドクポジションとアメリカのポスドク

ポジションである。スイスの方は、京都大学の先生にご紹介いただいたポジションであり、海外学

振の結果が出たらもう一度話そうと言われていた。海外学振が採択されたことを伝えると、大変喜

んで今後も頑張ってくれとのメールをいただき、辞退するに至った。アメリカのポジションは、博

士課程の指導教官の古くからの友人であり、私自身も Gordon conference に参加した際に非常に懇
意にさせていただいた研究者であった。大変熱烈に勧誘を受けていて、正直かなり迷ったのだが最

終的にはアメリカのポジションは辞退して、ケンブリッジ大学に海外特別研究員としていくことを

決断した。昨今のアメリカ情勢を鑑みると、この選択は正解だったように思う。最終的な決断の鍵

となったのは以下の 3 点である。 
1.  一つ目は、生意気な話ではあるが自分の直感を信じたかったのである。海外ポスドク先をどこ

にするかというのは、人生を左右する大きな分岐点であると同時に、誰にも正解がわからない

ものであり、最終的には覚悟を決めて決断するしかない。そんな時に思ったことが、自分の研

究者としての感覚を信じたかったということである。本項で述べたように、私は論文を読んで

自分で情報を集め、Julian のラボに応募することを決めた。また、海外学振の採否を待っている

間に Julian のラボから Nature と Cell が出版され、自分がこのラボを選んだ感覚は正しいのでは

ないかと思うに至った。メールのやり取りや zoom で話した雰囲気的に Julian が大変人格者で
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あり私との相性も良さそうに感じたことも大きい。今日まで 3ヶ月余りケンブリッジで過ごし

ているがこの時の自分の決断は正しかったと確信している。 
2. 二つ目は、分野を変えるか否かということである。よく議論される話題でもあるが、博士課程

からポスドクになる時やポスドクの途中で研究分野を大きく変えることは好意的に推奨されて

いるように感じる。私は、アメリカのポジションならばこれまでとは分野が変わる選択であり、

ケンブリッジのポジションは博士課程の研究の延長線のような位置付けだった。結論として、

私は変えないことを選んだ。この点に関しては、大変悩んだのだが、The Sainsbury laboratory の

登さんにご相談した際に、「最終的に自分がやりたいことから逆算して考えてはどうか？」と

ご助言いただいたことが決断に大きく役に立った。今思えば、「分野を変えるか変えないか」

という問いで考えるから問題が難しく感じるのである。そんな問いに正解はないし、勘以外で

答えを出すのは難しいだろう。大事なのは、自分が最終的に何を成し遂げたいかを考え、その

ために逆算してポスドク時代をどう過ごすのか考えることだと思う。もし今自分が持っていな

い知識・技術が必要ならば分野にとらわれずにそれらを習得できる環境に身を置くべきだし、

自分がやりたいことが決まっているのならばやりたいことに突き進めばいいと思う。分野を変

えた方がいいと言われるのは、分野を変えると分野融合によるイノベーションが起きやすい 
(はず) というだけであって、分野を変えることそのものを目的にするのはナンセンスなように

現在は思っている。 
3. 三つ目は、研究室の周囲の環境である。すなわち、そこにいることでどんな研究者と繋がれる

か、という点だ。この点においては、ケンブリッジ大学の圧勝であった。世界最高峰の研究機

関であるケンブリッジ大学には毎週のようにトップ研究者がやってきて、セミナーが開催され

る。また、大学内の植物研究コミュニティも活発であり、研究室間の交流も盛んである。博士

課程時代は、自分より年次が上の先輩がほとんどいなかったこともあり、ポスドクが大勢いる

ような機関で研究してみたかった。その点において、ケンブリッジ大学は大変魅力的な機関で

あり、実際他の研究室のポスドクも含めて多くの研究者とコネクションを構築しつつあるよう

に思う。 
上記のような経緯で私はケンブリッジに辿りつき、今日に至るというわけである。ここまでつらつ

らと書いていったが、自分で振り返って重要だったなと思うのは「行動力」「周囲の人から情報を集め

る力」「決断力」である。やはり、ペーペーの博士課程の学生が自分一人の力で情報を集めるのはかな

り無理がある。いろんな場所に顔を出して、知り合いを作り、自分が海外留学したいということを表明

しておくと実に多くの方々から助けていただくことができた。これは、海外に渡航する前だけではな

く、渡航準備や渡航後もそうである。改めて助けてくださった方々には感謝申し上げたい。また、最終

的な正解はわからないので、自分の感覚を信じて「えいやっ」と飛び込んで必死にもがく力も必要だろ

う。スペースの関係でここには書けなかったお話もあるので、さらに詳しく聞きたい方がいらっしゃ

れば直接連絡いただくか帰国時の飲み会の時にでも声をかけていただければと思う。 
 

2. 英国生活・研究編「シロイヌナズナまで徒歩１５分」 
さて、ここまで長々とケンブリッジに辿り着くまでの話を書いてしまったため、読者諸君はいつに

なったら英国の話が始まるのかと思っていることだろう。以降は、ここまで 3 ヶ月程度ケンブリッジ

で過ごしてみて感じたことを述べていきたい。 
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私は Department of Plant Sciences (図 1) に所属しており、Department内には 30 の研究グループがあ

る。他の研究室は日本のラボのような普通の居室が与えられているのだが、私が所属する lab101 の二

つのグループだけは何故か図書館の一角を借りる形で居室がある (図 2)。正直便利ではないのだが、

ハリーポッターの世界のようで、まあ雰囲気があって良いかと

思うようになった。 
研究室の設備そのものは、細かな違いは実に色々あれど、基

本的には世界共通の標準的な設備である。特筆すべき点として

は、以下の 3 点だろうか。 
1. 実験機器はほとんど全て Department で共通のものを使用

しており、ラボごとに持っているのは PCRくらいである。

Department 内の機械ならほとんどなんでも使えるような

予約システムがあり、いずれも質が高い機器を使用でき

る。もちろん、人が使っていたら待たなければならない不

便さはあるのだが、機械に使われるお金が人件費や試薬に

使われるのは大変良い仕組みだと思う。 
2. 洗い物やオートクレーブも、建物内に巨大な機械があり、

Department として一括で管理されている。例えば、オート

クレーブなら一日 3 回稼働するので、決まった時間までに

指定も場所に置いておくといった具合だ。自分の好きな時

間に使えない不便さはあるのだが、放っておけばやってく

れるのはいい仕組みかもしれない。 
3. 洗ったものを蒸留水で濯がない。これは結構驚いた。英国

は、水道水がかなり硬水の地域で、Ca や Mg がかなり混

じった水なのだが、機器を蒸留水で濯ぐということは全く

行われていないようである。おかげで、メスシリンダーな

どは析出した白い粉 (水垢, limescale) だらけだ。現在、私

が英国で最も信用している計量器具は、ファルコンチュー

ブの目盛りである。 
あと二つ、ケンブリッジ大学に特徴的なものがある。一つ目

は、Tea time である。噂には聞いていたが、本当に毎日ある。

しかも 2 回。これは毎日 11時ごろと 15時ごろに tea room が解

放され、Department の人ならば誰でも無料で紅茶やコーヒー、

ジュースなどが飲める。強制力は全くないのだが、ラボによっ

ては毎日午前も午後も集まっており、一体いつ研究しているん

だと不思議でたまらない。私のラボは、皆忙しそうにしていて、

あまり積極的ではないので、私は月に 2 回ほどしか参加してい

ない。ただ、ラボの Accept partyや Farewell party (図 3) は、Tea 
timeにケーキと共に行われるので、やはり Tea time の存在感は

大きいように思う (普通に飲み会で Party をやっているラボも

ある)。皆さんもケンブリッジに来られた際は、是非参加してみ

てはいかがか。 

 

 
図 1. Department of Plant Sciences 
(4月 2 日撮影) 
 

 
図 2. 私の居室前の様子 

 
図 3. 6 月に行われた Tea room
での Farewell party の様子。一番

左が Julianである。私は右から

３番目で楽しげにしている。 
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もう一つは、植物育成施設 (Plant Growth Facility)、通称 PGFである。PGFは、昔はラボと同じ建物

内にあったそうだが、現在はラボからは 0.7 マイル (約 1.1 km) 離れた大学の植物園の隣にある。1/2MS
培地の植物などは、ラボ内のチャンバーなどで育てられるのだが、土植えの植物は全てこの施設で育

てなければならない。また、自分の手で植物を PGFに運ぶことは禁止されており、必ず学内便を使っ

て輸送する必要がある。ラボと PGF間の学内便は、10時と 14時の 2 回走っており、これを除いた物

品輸送は許されていない。最初はかなり不便に思ったが、慣れてしまうと何も思わなくなって受け入

れてしまった。この PGFは、街そのものが大学と一体化しており、大学の施設が街の中に点在してい

るケンブリッジ大学の一つの特徴と言えるだろう。 
以上のように、ケンブリッジの研究についてつらつらと書いてきたが、ここまで 3 ヶ月過ごして一

番思うことは「やることは日本と変わらない」である。もちろん、本当に色んなことが違うので慣れる

までは苦労した。実験が失敗しても、日本とは全てが違うので何が原因か途方に暮れたこともある。ポ

スドクなので、誰かが実験を見て教えてくれるということはない。自分で進める力がなければ、もっと

辛い目にあっていたことだろう。ただ、程度の差はあれ、それは国内だろうが国外だろうが機関移動す

れば誰だって最初はそうだろう。大事なのは、どこに行ったとしても、自分で研究する力があるか否か

だと感じる。失敗してもへこたれずに、原因を一つずつ追求して取り組んでいく力があれば、やる研究

そのものは日本と何ら変わりない。博士課程の間に、私にこのような力を身につけさせていただいた

出身ラボの先生方には、ケンブリッジに来て改めて感謝の念を強く抱くようになった。今後、海外で研

究を考えている方は、まずは日本でしっかりと研究力を身につけることをお勧めしたい。 
 

3. 英国生活・日常編「新生活は RPG のように」 
ここまで研究の話が続いたので、ここからは簡単に私の英国生活を紹介したい。まずは立ち上げの

話から始めよう。人それぞれかもしれないが、異国の地で独力で生活基盤を立ち上げるというのは私

にとっては大変楽しいものだった。さながら新しいゲームのようである。京都で 9 年間を過ごした私

にとって、「京都」というゲームは裏ステージまでやりこんで遊び飽きていたのだろう。「Cambridge」
という新しいゲームが始まった時は、まずはマッピングや拠点作り、移動手段の確保から始まった。レ

ベル 1 装備 0 の状態から始まるので、まずは何から手をつけたものかといった具合である。家そのも

のは、渡英前に大学を通じて契約していたのだが、私は家に入居するより先に、渡航 3 日目にして自

転車を入手した。これは大正解だった。ケンブリッジは、ミニチュア版京都のような街で学生が自転車

をブンブン乗り回る学生街であり (Cambridgeは Cam 川の橋という意味であり、川まである)、自転車
がないと何もできない。皆さんもゲームをやる時は、まずは移動能力を強化する人が多いのではなか

ろうか？ラボに全ての荷物を置いて、しばらくは何もない家に寝袋で寝泊まりしながら (家具付き
だったので、ベッドの上に寝袋を敷いた)、せっせとラボから荷物を家に運んだ。この際、車を出して

手伝ってくれたラボメンバーには大変感謝している。 
私は 20万円ほどかけて日本からかなりの私物を持ってきていたので、衣服などには不自由しなかっ

たのだが、それ以外のものは何も持っていなかった。具体的には、調理器具である。まずは必要なもの

を chat GTP と一緒にリストアップし、それらの入手方法を Tea roomで聞いて回った。ゲームで NPC
に話しかけて情報を集めるのと同じである。みんな親切に色々教えてくれるので、その情報を元にマッ

ピングを進めながら買い物するといった具合である。包丁を買うのには結構苦労した。どこの店に行っ

てもなかなか見つからず、仕方なく店員に聞いてもたらい回しにされる日々、買うまでに 2 週間以上

かかった。見つけたと思ったら、「包丁が欲しいならパスポートを持ってくるんじゃ」と言われて、ま

た家まで取り戻る、といった感じだ。こんな感じで、Amazonなども有効活用しながら 1ヶ月ほどかけ
て生活基盤を整えていった。私は渡英 1 週間ほどで実験も始めたので (失敗しまくり)、なかなか大変
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な時期ではあったが、大変楽しかったのを覚えている。こんな

エキサイティングな日々を体験できるのも海外で研究をするこ

との意義の一つなのかもしれない。現在は、渡英して 3ヶ月以
上経ち、至極普通に生活している。家賃は大層高いが、海外学

振のお金があれば十分にカバーできると思われる。私は、研究

室から自転車で 15 分弱の街の外れに住んでいおり、周囲は大

層自然豊かである。もし私の家に遊びにくる機会があれば、鹿、

狐、兎、栗鼠などの野生動物たちに出会えるだろう (図 4)。 
ケンブリッジにはポスドクや学生、サバティカルの研究者な

ど多くの日本人が住んでおり、日本人コミュニティの活動も盛

んである。月に一回、ケンブリッジ日本人会という集まりと十

色会という若手パブ飲み会があり、日本人同士の繋がりはかな

り深い。7 月現在では、植物関連の研究者/学生は私以外に 5 人

も在籍していたほどである (図 5)。英国はパブ文化であるため、

飲み会の時はみなパブに集まって思い思いのお酒を飲む。信じ

られないくらいたくさんの種類のビールがあるので、お酒が好

きな人は大層楽しめるだろう。来年の国際光合成学会の際には、

皆さんとリバプールでパブに行けるのを楽しみにしている。 
 

4. 皆が気になる英国の噂「メシは不味く天気は悪いのか？」 
渡英前、私は多くの人から散々脅されていた。「イギリスはメ

シがまずい」「イギリスは天気が悪い」などである。私の同期の

メガネをかけた彼などは、私のことを島流しとまで言ってのけ

た。最後に、皆さんが英国に対して持っているこのようなイメー

ジの真実について紹介していきたい。 
「イギリスはメシがまずい」：これは、半分以上真実である。

英国に来て、私は自分がいかに日本という飽食の国で恵まれて

育ったのかを思い知らされた。日本人にとって、お金を出して

食べる料理というのは自分で作る料理よりも美味しいというの

は当然のことではないだろうか？英国では、そんなことは決し

てない。まずいわけではないのだが、美味しくはない店のボ

リュームゾーンが圧倒的に広い。美味しい外食というのは、いろんな人に口コミを聞いて回って初め

て見つけられるものである。この時、おすすめのメニューを聞くところまで忘れないように。店に入る

と、説明とは違う印象の料理が出てくることは多々ある。こういう時は大体ハズレだ。また、挑戦しな

いことも重要である。知っている料理を頼むとハズレな確率は低い (図 6)。ここまで聞いた諸君は、噂

は全て真実じゃないか、と思ったかもしれない。では何が美味しいのかというと、自分で作った料理で

ある。英国のスーパーでは日本ではなかなか手に入れ難いような肉の塊やハーブ・スパイス類が簡単

に安価に手に入る。英国にきて私の自炊クオリティは圧倒的に向上した。人間追い詰められると成長

するものである。洋食を作るのが好きな人にとっては天国だろう。また、和食の材料もあまり苦労する

ことなく手に入れられて、私は毎日コメを食べている。食べられなくて恋しいものといえば、ラーメン

屋のラーメンと美味しい刺身などだろうか。海鮮に関してはかなり壊滅的なので、私は諦めてヨーロッ

パ旅行の際に食いだめることにしている。 

 

 
図 4. 自宅近郊にて。お父さんはパ

イにされてしまっただろうか 
 

 
図 5. パブ会の様子。左より、内田

さん (MPhil)、今泉先生 (米国ワ
シントン大学)、東さん (PhD)、私、

森さん (海外学振)、山梨さん (東
北大学)。ここの料理は美味だっ

た。 

 
図 6. 名物フィッシュアンドチッ

プス。店によって味が違う。 
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「イギリスは天気が悪い」：これは、今の所大嘘である。何なら日本よりもはるかに天気がいい。ま

あ、今年は Greatest spring と言われているくらいだから、例年とは少し異なるのかもしれないが、ケン

ブリッジは英国で最も雨が降らない地域らしく、雨の日は月に 2−3 日くらいだろうか。残りはかなり

の割合で晴れていることが多い。最近は、昼に 30度近くまで暑くなる日も増えてきたが、湿度が低い

のでそこまで不快には感じない。また、夜はかなり涼しくなるので灼熱地獄だった日本とは大違いで

ある。ただ、皆にケンブリッジが好きかどうかを聞くと必ず口を揃えて「夏はね」と答えるので、冬の

天気は酷いのかもしれない。Seasonal disorder (季節性うつ病) という言葉があるくらいなので、冬はビ

タミン D を飲みながら気をつけて過ごしたい。冬を体験した私がケンブリッジをどう評するか、乞う

ご期待。 
 

5. おわりに 
本稿の前半部分は「そもそもどうやって海外留学を始めるか」に焦点を当てて詳しく書かせていた

だいた。私自身がなかなか情報を手に入れられずに独力で苦労しながら進めた部分でもあるので、私

の経験が誰かの役に立てば幸いである。ただ、あくまでも私のケースであり、個人個人で状況が異な

ると思うので、そこは念頭に置いていただきたく思う。 
英国に来て最も思うことは、私は何をビビっていたんだろうということである。正直、渡英直前の

3月などは私はかなりビビっていた。英語も話せず、何の成果も出せず、あっという間に時間が過ぎ

て、すごすごと出戻る羽目になるのではないかと。もちろん、まだ 3ヶ月しか経っていないので、先

のことはわからないが、思っていたよりもはるかに何とかなっている。依然として英語は聞けず話せ

ず、レストランの飯は不味いのだが、本稿から察せられるように、私は毎日とっても楽しく過ごして

いる。もちろん、私の中に博士課程の間に身についた積み重ねがあってこそかもしれないが、日本に

いた頃に抱えていた漠然とした不安は大概杞憂だったように思う。つい最近までは何も上手くいかず

にラボでブチギレていた時もあったが、まあ研究も生活も英語も何とかなるのである。誤解しないで

欲しいが、「じゃあ何の準備もせずにとりあえずコンタクトをとってとりあえず海外に来ればいいの

か」というわけではない。本稿に書かせていただいたことも書いていないことも含めて、十分な力を

身につけしっかり準備をしたから何とかなっているのだと自分では感じる。つまり、「必要なものは

覚悟だけだったのです。必死に積み上げてきたものは決して裏切りません。 (葬送のフリーレン 2巻 
P68より)」という状態だったのだろう。準備というのは、いくらしても足りないように感じるものだ

と思うので、最後には覚悟を決めて「えいやっ」飛び込むことも必要なのだ。海外での研究活動に少

しでも興味のある方は、是非ともチャンスを掴み取って欲しい。 
本稿に書かせていただいたように、実に多くの方々に支えられて海外でポスドクを始めることがで

きたと思う。特に、学生時代に研究者としての基礎をご教授くださった京都大学・中野雄司先生、進

路選択の際に留学への背中を押してサポートしてくださった北海道大学・田中亮一先生、研究室見学

や学会・シンポジウム参加などを通じて海外の研究者とつながるきっかけを作っていただいた東京大

学・増田建先生、大阪公立大学・小林康一先生、ケンブリッジ大学の研究を支えてくださっている

Julian をはじめとしたラボメンバー、そして新婚にも関わらずケンブリッジに送り出してくれた妻に

この場を借りて深く感謝申し上げたい。最後に、執筆の機会を与えて下さった若手の会会長の田中謙

也先生、そして本会編集長の小口理一先生に、この場を借りて深く御礼申し上げる。 
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光合成学会 若手の会 第 32 回セミナー開催報告 

 
神戸大学 先端バイオ工学研究センター 

田中 謙也 
 

第 15 回日本光合成学会年会およびシンポジウム（本会）と合わせて、本会前日の 2025年 6月 6 日

（金）、本会初日の 7 日（土）に第 32 回若手の会セミナーを開催しました。例年は本会の終了後に行っ

ている若手会セミナーですが、今年は本会後の学変 A の領域会議との重複を避けるため二部構成でし

た。 
6 日は参加者全員に A4サイズのポスターを印刷して持参していただき、6 人ほどのグループに分か

れて机を囲んでポスター発表を行いました。基本的には本会のポスターと同じではあるのですが、若

手の会内でまとまって行うことで、本会だけでは発展しづらい異分野交流の促進・今後の光合成研究

の可能性および課題の発掘を行うことができました。どのグループも想定の時間を大幅に超えるほど

の盛り上がりでした。さらにポスター発表のあと、意見集約ツールを使って研究での困りごとや光合

成分野の最新技術の共有を行い、参加者全体で今後に役立つ議論を行うことができました。 
7 日は本会開始前の午前中にセミナーセッションを行いました。若手講演としてまず阪大の関荘一

郎さんにクライオ電顕によるタンパク質中の色素構造の決定に関する研究を、埼玉大の中村陸玖さん

にシアノバクテリアの環境応答に重要なパートナースイッチング制御系に関する研究を発表いただき

ました。さらに若手の会企画「PI に聞いてみよう」では、早稲田大学の園池公毅先生をお迎えし、こ

れまでのキャリアと研究の経緯を発表いただきました。修士までと博士からとで研究に対する捉え方

が変わったことや、研究者の責任についても伺うことができ、学生や若手研究者にとって大変勉強に

なったと思います。ご多忙のところ発表いただいた 3 名の演者の方々に心から感謝申し上げます。 
ポスターセッション、懇親会、セミナーに参加いただいた方々が積極的に質問や議論を展開いただ

いたおかげで非常に盛況な会となりました。改めてご参加いただき、誠にありがとうございました。ま

た、一緒に世話人をしてくださり、参加報告記事の執筆も快く引き受けてくださった中村陸玖さん、運

営を手伝っていただいた光合成若手の会幹事メンバーに改めてお礼申し上げます。若手の会の次回イ

ベントへのご参加も心よりお待ちしております。 
 

 

  

報告記事 

 
第 32 回若手の会セミナーのポスターセッションに参加いただいた皆様 
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2025年 6n 7 日から 8 日にか	て、光合成学会 若手の会 第 32 回セミナーがÃ"!�し��本セミ

ナー�、\年 6n 8 日*後から開催�!�、第 15 回日本光合成学会に先立�、�の前日とI日の*前

中を�用してkq�!、6n 7 日�若手研究者に�るポ(ターセッシ�ン、8 日�、関 ¨一郎�ん（大

阪大学）、�の研究発Ä、お�び5� �~先生（i�田大学）の特別º�を4インとし�企画と� 

�し�� 
1 日目�、各¿ A4 'イ)��成し�ポ(ターを�参し、各�の研究M?に��て話し合��し��

発Ä�一人 15Oの��p間が´定�!�し�が、ほとん�の参加者が「�だ�だ話し��！」と感�

るほ�、�発�グ6ー0+ィ($ッシ�ンがÃ"!�し��特に、���のグ6ー0��企業の方�参

加して��だ�てお 、藻類の�会k±に@	�研究M?をお¨�し、�の(ケØ6�目§b¿のË

�に大��)�を受	�し��懇親会��、研究J生��のZみ��し�をL�する�、Ëd4�のØ

の考え方を�う
とが���し��Ëdと�、�!ぞ!の研究者の生み.す「�/」�� 、I!��

/�人を感動�せ、©=�せる
とが��ると考え�し����、人の心を動かす�う�Ëd発Äを目

Yして����とH�_��し�� 
2 日目の若手研究者に�る+Ó発Ä��、関�んが「ク5イオÖ子ÜOÍに�る¬素の構造�定」、

��「パートナー(イッ*ング/\系に�る光合成系の/\」に��て�!ぞ!発ÄをÃ�、K�異�

る³点からの研究 介と� �し��発Ä中に�、¨�て�だ��て�る��んが�+�Ä情�考え

込んだ 、研究のÛ白�にう�ず�� と、;応が*一*と変Xする�子が:½に残�てお 、g�の

方に¿Oの研究に関心を��て��だ	�
と�一人の研究者として"PにI�る、素oらし�経験

と� �し�� 
5�先生の特別º�「'%の後にRしだ	YÁが�!ば」��、光合成に©Bを��、���研究を

続	て
ら!�人生経験に��て�º���だ��し��本�º�をお¨�し、大m日から¥年のお

xnにか	て OO>K GB@AM�Ö��動をÃう、�� �「OO>K R>:K のÖ��動」��、5�先生の研究

生�に�一貫して「'%を�しみ�がら、好:心を��す」と�う»が�るのだと考え�し�����

k験をÃう中�wら!�、�る一�の発見を�の�うにして研究にして��か考え、�しみ�がら研

究J生�を送 ��と_��す� 
��、本セミナー�����話人として参画�せて��だ�てお 、前日��の�備�I日のÐÃ

��、Á1のÚし�と�し�を学	大変素oらし�機会と� �し�� 
�後に� �すが、本セミナーを開催して��だ�、本稿を4�する機会を:えて�だ���し�

田中 謙也先生（神戸大学）を��め、セミナー関$者の方�と、セミナー参加者の��に
の場をお

� して心� 感謝申し上��す� 
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★入会}M 
本会へ入会を希y�!る方�、会»（個人会員年会»：ß1
500、賛助法人会員年会»：ß50
000）を

Ä�lm（加入者名：日本光合成学会、+G�:：00140�3�730290）�る��銀Ãl込（�う��銀Ã、

ØÙÜQ�ゼロイ*%�
と入%�、IG、0730290 名前：ニ2ンコ
�
セイガッ$イ）にて送金の

上、次ページの申し込み用紙、���Ö子4ー6にて、{名、所属、�所、Ö話�:、ファック(�:、

Ö子4ー6ア,レ(、入会希y年を事務局��お知らせ�だ��� 
 
★会» 入のおÛ� 
学会のÁ1�、��に めて��だ�てお �す年会»に� �か�"!てお �す�I·年度の

会»が未 の場合、光合成研究が送ら!て�るH�に、会»未 が:=�!て��す��都合の��と

�に、会»を 入�だ���Ù年間会»を� �!�場合、次年度� お名前が会員名簿から削Ñ�

!、光合成研究�Kか��� �す�再入会�!る場合�、未 のO��"せてお支_���だ��

す�会» 入�}��に���して�、�遠d��事務局（:P:B�DHB<ABKH�LABSNHD:�:<�CI）��お/�合

"せ�だ���会員の��の��解と�8%をおÛ�申し上��す� 
  

 ஦ົᒁࡏࡽ▱࠾ࡢࡽ࠿

114

光合成研究 35 (2) 2025 
 

 62 

日本光合成学会 次期会長選挙のお知らせ 

 

「日本光合成学会会則（平成 21 年 6 月 1 日施行）第 5 条」に基づき、次期会長選挙（任期:令

和 9 年 1 月 1 日〜令和 10 年 12 月 31 日の 2 年間）を行ないます。本会では任期一年前に新

会長を選出し、会の円滑、継続的な運営をはかることになっています。この会報の末尾に添付さ

れている投票用紙に会員の中から会長候補者 1 名の氏名を明記し、同封した返信用封筒にいれて

選挙管理委員会宛に 11 月 30 日までにご返送下さい（消印有効）。会員名簿は本号の巻末をご覧

下さい。 

これまでの本会会長は、宮地重遠、西村光雄、佐藤公行、金井龍二、井上頼直、高宮建一郎、村

田紀夫（二期）、伊藤繁（二期）、池内昌彦（二期）、田中歩、高橋裕一郎（二期）、鹿内利治、久堀

徹、沈 建仁（現会長：任期 令和 7 年 1 月 1 日〜令和 8 年 12 月 31 日、二期）の諸氏です。

「会則 5 条の 1 では会長は連続して二期を超えて再任されない」となっております。  

日本光合成学会役員選出に関する申し合わせ（平成 27 年 5 月 27 日幹事会）第 2 条「幹事は、

会長選挙に推薦する候補者としてふさわしい会員を 3 名連記で投票する。投票結果が上位の会員

について、常任幹事会は、本人の意向を確認した上で、若干名を推薦候補者として決定する。」に

基づき、常任幹事会は以下の 4 名（五十音順）を会長候補者として推薦します。 

 

栗栖 源嗣（大阪大学）、園池 公毅（早稲田大学）、藤田 祐一（名古屋大学）、皆川 純（基礎

生物学研究所） 

 

日本光合成学会 選挙管理委員会 

野⼝ 巧 （名古屋⼤学⼤学院理学研究科） 

三野 広幸（名古屋⼤学⼤学院理学研究科） 

 

投票用紙の送付先 

〒464-8602 

名古屋市千種区不老町 

名古屋大学大学院理学研究科 物理科学領域 

光生体エネルギー研究室内 

日本光合成学会選挙管理委員会 行き  
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  年  n  日 
 
日本光合成学会\中 
 
��日本光合成学会の¸hに賛\し、    年� 会員として入会を申し込み�す� 
 
7 8 Mに会員名簿上�の�開ØØff±±Ù目に	:を�	て�だ�� 
 

l >名 
{名（（^̂ÙÙ））    �=Ä記 

ローマ=Ä記 
 
7  8  所属 
 
7  8  所属�所（学生の方�、�る��研究J名��おÛ�し�す） 

� 
 
   会¸送付先�所（（^̂ÙÙ）） 

� 所属先�所と\� � �下の�所に送付 
7  8  � 
 
7  8  È¡先Ö話�: 
 
7  8  E�F:BE（（^̂ÙÙ）） 
 
� 会» 入�み（l 込み年n日） 年  n  日 
� 会»l 込み�定（l 込み�定年n日） 年  n  日 
 
個人会員年会»   1
500  （会¸、研究会、�ークシ�ッ0��の}MをAむ） 
賛助法人会員年会»  50
000  （上記と会¸への広告eをAむ） 
（会員¶格� 1n 1 日～12n 31 日を単�とし�す） 
＊ 複m年Oの会»を先_��l 込む
と�可能�す��の場合、通�zに（B年度～B年度O）

とお書�下��� 
 
ÈÈ¡¡先先 
�700�8530 L山O1区�D中 3�1�1 

L山大学 異OÌ基�科学研究所 �\�研究JM 

日本光合成学会 
TEL � 086�251�8502
 "A4 � 086�251�850
 2ームページ� AMMI�

IAHMHLRG�CI
 
Ä�lm+G 加入者名：日本光合成学会 +G�:：00140�3�730290 

銀Ãl込の場合 �う��銀Ã、ØÙÜQ�ゼロイ*%�
と入%�、IG、0730290 
        名前：ニ2ンコ
�
セイガッ$イ 
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第Ùr 名称)び所bc 
本会�日本光合成学会（TA> &:I:G>L> /H<B>MR H? ,AHMHLRGMA>LBL R>L>:K<A）と称する�会の�所を会長の所

属所bcとする� 
第Úr 目§ 
本会�光合成の基�お�び応用OÌの研究発展を�Ðし、研究者��の��を�める
とを目§とす

る� 
第Ûr 事業 
本会�前rの目§をÊ成する�めに、シンポジ
ム開催、学術¸の発Ã��の事業をÃう� 
第Ür 会員 
ÙÞ定¢ 
本会の目§に賛\する個人�、�Ç手続を経て会員に�る
とが��る���、1体、機関�、賛助会

員に�る
とが��る� 
ÚÞyP 
会員お�び賛助会員�、本会の通�お�び$Ã�の配Vを受	る
と、本会の;催するÃ事に参加す

る
とが��る�会員�、会長を選挙する
と、役員に選.�!る
とが��る� 
ÛÞ会» 
会員お�び賛助会員�本会の定め�年会»を め�	!ば�ら��� 
第Úr 組¦お�びÁ1 
ÙÞ役員 
本会のÁ1の�め、役員として会長Ù名、事務局長 1 名、会È�rÙ名、W�幹事若o名をお��役員

の�期�Ú年とする�会長、W�幹事�È続して=期を越えて再��!���事務局長��期を越えて

再��!���会È�r�再��!��� 
ÚÞ幹事 
本会のÁ1の�め、幹事をお��幹事の�期� 4年とする�幹事の再��>���� 
ÛÞ編集委員会 
本会の発Ãする学術¸の編集の�め編集委員会を¡��編集委員会に��て�別に定める� 
ÜÞW�幹事会 
W�幹事会�会長とW�幹事から構成�!、会長が
!をi集し»長と�る�W�幹事会�本会のÁ

1に$"る事ÙをG»し、
!を幹事会に�}する�事務局長と会È�r�、オブ�ーバーとしてW�

幹事会に.Pする
とが��る� 
ÚÞ幹事会 
幹事会�役員と幹事から構成�!、会長が
!をi集し»長と�る�幹事会�、W�幹事会が�}し�

本会のÁ1に$"る事Ù±をG»し、
!を�定する� 
ÛÞ事務局 
事務局をお�、本会の会È事務、'ーバー��お�び名簿��をÃう� 
ÝÞ役員お�び幹事の選. 
会長�会員の¨�選挙に� 会員から選.�!る�事務局長、会È�r、W�幹事�会長が幹事の中か

らY名し、委3する�幹事�W�幹事会に��て推«�!、幹事会��定�!る�会員�幹事をW�幹

事会に推«する
とが��る� 
ÞÞ選挙��委員会 
本会の選挙を�xにkqする�め、選挙��委員会を¡��選挙��委員会に��て�別に定める� 
ÜÞ関È組¦ 
学会に、光合成に密�にかか"る関È組¦を¡�
とが��る�関È組¦に��て�別に定める� 
第Ûr 総会 
ÙÞi集・構成・»長 
総会�会長がi集し、.P会員を��て構成する�»長�.P会員から選.�!る� 
ÚÞ報告事Ù 
幹事会�総会にお�て次の事Ùを報告する� 
Ù）前回の総会�後に幹事会�»�し�事Ù 
Ú）前年度の事業経Ñ 
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日本光合成学会 次期会長選挙のお知らせ 

 

「日本光合成学会会則（平成 21 年 6 月 1 日施行）第 5 条」に基づき、次期会長選挙（任期:令

和 9 年 1 月 1 日〜令和 10 年 12 月 31 日の 2 年間）を行ないます。本会では任期一年前に新

会長を選出し、会の円滑、継続的な運営をはかることになっています。この会報の末尾に添付さ

れている投票用紙に会員の中から会長候補者 1 名の氏名を明記し、同封した返信用封筒にいれて

選挙管理委員会宛に 11 月 30 日までにご返送下さい（消印有効）。会員名簿は本号の巻末をご覧

下さい。 

これまでの本会会長は、宮地重遠、西村光雄、佐藤公行、金井龍二、井上頼直、高宮建一郎、村

田紀夫（二期）、伊藤繁（二期）、池内昌彦（二期）、田中歩、高橋裕一郎（二期）、鹿内利治、久堀

徹、沈 建仁（現会長：任期 令和 7 年 1 月 1 日〜令和 8 年 12 月 31 日、二期）の諸氏です。

「会則 5 条の 1 では会長は連続して二期を超えて再任されない」となっております。  

日本光合成学会役員選出に関する申し合わせ（平成 27 年 5 月 27 日幹事会）第 2 条「幹事は、

会長選挙に推薦する候補者としてふさわしい会員を 3 名連記で投票する。投票結果が上位の会員

について、常任幹事会は、本人の意向を確認した上で、若干名を推薦候補者として決定する。」に

基づき、常任幹事会は以下の 4 名（五十音順）を会長候補者として推薦します。 

 

栗栖 源嗣（大阪大学）、園池 公毅（早稲田大学）、藤田 祐一（名古屋大学）、皆川 純（基礎

生物学研究所） 

 

日本光合成学会 選挙管理委員会 

野⼝ 巧 （名古屋⼤学⼤学院理学研究科） 

三野 広幸（名古屋⼤学⼤学院理学研究科） 

 

投票用紙の送付先 

〒464-8602 

名古屋市千種区不老町 

名古屋大学大学院理学研究科 物理科学領域 

光生体エネルギー研究室内 

日本光合成学会選挙管理委員会 行き  
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Û）I年度お�び�年度の事業È画 
ÛÞfµ事Ù 
幹事会�総会にお�て次の事Ùを報告�る���}し、fµを受	る� 
Ù）会Èに$"る事Ù 
Ú）会則の変q 
Û）�の�のÖÆ事Ù 
第Ýr 会È 
本会の会È年度� 1n 1 日から 12n 31 日��とする�I·年度の経��}�、総会に報告�!、�

のfµを受	る�経��、会È�rに��て�r�!る�本会の経»�、会»お�び@付金に�る� 
付則 
第Ù 年会»�個人会員 1
500 、賛助会員一+ 50
000 とする� 
第Ú 本会則�、平成 14年 6n 1 日からqÃする� 
第Û 本会則qÃ後第一期の会長、事務局長、W�幹事に��!ぞ!、第Úrに定める規定にかか"ら

ず、平成 14年 5n 31 日¤bの会長、事務局担I幹事、幹事が再�する�本会則qÃ後第一期の役員

お�び幹事の�期�、平成 14年 12n 31 日��とする� 
第Ü 本会則の改xを平成 21年 6n 1 日からqÃする� 
第Ú 本会則の改xを平成 30年 5n 27 日からqÃする� 
第Û 本会則の改xを�^ 3年 5n 29 日からqÃする� 
 
日日本本光光合合成成学学会会ののÁÁ11にに関関すするる申申しし合合""せせ 
ÙÞ幹事会： 
幹事�光合成)び�の関ÈOÌの研究をÃうグ6ー0の;D者��る±、日本の光合成研究の発展に

ÜÁ�貢�をして�る研究者とする��期� 4年とするが、原則として再��!る�のとする� 
ÚÞ事務局： 
事務局長の�期� 2年とするが、本会のÁ1を �にÃう�め、³ 5期（10年）を目Éに再��!る


とがy�し�� 
ÛÞ次期会長： 
会長のY�¢�を �にÃう�め、次期会長の選挙��期の 1年前にÃう� 
ÜÞW�幹事会： 
W�幹事会のÁ1を �にお
�う�め、次期会長�W�幹事と�る� 
 
日日本本光光合合成成学学会会役役員員選選..にに関関すするる申申しし合合""せせ 
平成 27年 5n 27 日 幹事会 
平成 30年 5n 26 日 幹事会 
ÙÞ選挙��委員会 
 本会の選挙を�xにkqする�め、選挙��委員会を¡��選挙��委員 2 名�W�幹事会が幹事

会に推«し、�定する�選挙��委員の�期� 2年とし、再�を>����選挙��委員の�選に�

 委員長を選.する� 
ÚÞ会長 Ý会則第 5r第 6ÙÞ 
（Ù）幹事お�びW�幹事に�る若o名の&Å者の推«方法 
 幹事�、会長選挙に推«する&Å者として��"し�会員を 3 名È記�投票する�投票¶�が上�

の会員に��て、W�幹事会�、本人のb@を�µし�上�、若o名を推«&Å者として�定する�

選挙事務�事務局長が4 Ãう� 
（Ú）会長選挙 
 会長選挙のkqにI��て�、会員に推«&Å者を�ªし、K会員に�る単記�記名投票をkqす

る��ßw票者を、次期会長とする�w票mが\mの場合�、X選に� �定する�選挙事務�選挙�

�委員会が4 Ãう� 
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総総則則 
1� 「光合成研究」（本報）�光合成に関Èす

る¾OÌにお	る記事を]Åする�投稿Ëd

として下記の 3�のタイ0を受	付	る� 
「解Ê」：@Ø学術¸��に発Ä�!�·I

OÌの研究に関してÏ年の動@を� £¦§

に広�³点� 介する総Ê 
「ト/ック(」：@Ø学術¸��に発Ä�!

�研究M?�「解Ê」� ���囲の研究に

�点をIて 介する総Ê 
「研究 介」：@Ø学術¸��のBÎ¸に]

Å�!�原ÁËdの研究M?を原ÁËdの�

者が 介する記事 
2� 1年に 2 回（4n、10n:） 子体として発

Ãし、Ö子�を光合成学会の2ームページ上

に�開する� 
3� 原稿が E�F:BEにお�て受付&�を�!�日

を�て受付日とし、編集委員が]Å可と$o

し�日を�h日とする��だし原稿が本規定

に合"��場合受	付	��
とが�る� 
4� 投稿�!�原稿に��て、編集委員会�r

¹の可<を$oする�r¹可と$o�!�原

稿に��て�、編集委員が適"�r¹者を選

ん�r¹を"Úし、r¹¶�に基��て編集

委員が]Åの可<を$oする�編集委員会が

9適"と$oし�場合に�、r¹�し�投稿

�!�原稿を+下する
とが�る� 
5� Ñ,にr¹を受	て]Å9可と$o�!�

原稿を改訂して再投稿する場合に�、編集委

員とr¹者宛に、各r¹コ4ントを改訂稿に

�の�うに;tし�か、��;tし�か��

場合��の�由を明�に記Åし、投稿する原

稿に�付する^Æが�る� 
6� ]ÅËdのÁ�y（ 子体お�びÖ子�）

�日本光合成学会に属する� 
7� 図��
�C"!る写�がÑ,Ëdとして

発Äし��の�し��発Ä�!��の���

�場合�、�!らのÁ�y/題をÁ者ら¿Â

�クリアする^Æが�る� 
8� 投稿にI��て�、KてのÁ者が投稿に\

bし、か�原稿のM?に��てÀ�を���

	!ば�ら�����、KてのÁ者�代ÄÁ

者がKÁ者を代Äして原稿の]Åに関する事

Ùを4 Ãう
とに\bする�のとする� 
 

一一««§§事事ÙÙ 
�1� MB<KHLH?M 3HK= ファイ6を基本とする�=

m/Ñ�´	��が、「解Ê」� A4'イ

) 6�8ページ、「ト/ック(」、「研究

 介」� 4ページ¬度を目>にする�1
ページI のd=m�、図ÄをAめて 1800
=¬度�日本¹�M/ 明s、英m=�

TBF>L *>P RHF:G とする� 
�2� 本dの�'に、日本¹お�び英¹�のËd

題名、Á者所属機関名、{名を記Åする� 
�3� .¹点�「 、 」「 � 」に統一する� 
�4� 300=¬度の日本¹Æhを�成する
と� 
�5� 参考d�、Ä、図の%�0シ�ン�、本d

の後ろに�	る� 
�6� 本d中に図の大体の�¡をYªする�（図

を´ 付	て����） 
 
参参考考dd�� 
�1� 参考d��、本d中の·I箇所に、9上付

��、1、1
2、1_3 の�うにªす� 
�2� 参考d�のÄ記�下記のとお とする�Á

者が 5 名を¿えるØ�、�ÓÁ者を記Åし

�!�ÐのÁ者� >M :E�とする
と� 
Ù¸! 
1� �>KMAHE=
  � A�
 �:;<H<D
 G� T� � 5H<NF
 C� 

"� A AB@AER K>LHEO>=
 HQR@>G�>OHEOBG@ 
IAHMHLRLM>F II IK>I:K:MBHG ?KHF LIBG:<A 
MARE:DHB= F>F;K:G>L� E,R :G= >E><MKHG�
MK:GLIHKM IKHI>KMB>L� ���� �ett� �
�
 231�234 
�1981�� 

2� *:G;:
 O� � /:MHA
 '� ILHE:MBHG H? : 
IAHMHLRLM>F II K>:<MBHG <>GM>K <HGLBLMBG@ H?  �
1 :G=  �2 IHERI>IMB=>L :G= <RMH<AKHF> b�559� 
�roc� �atl� �cad� �c$� ������ ��
 109�112 
�1987�� 

書�! 
3�  BG>K
 ��A� � �:;<H<D
 G�T� IG �12"e($c 

�hotos2(thes$s� �he �$"ht React$o(s �>=L OKM
 
 �R� :G= 5H<NF
 C�"�� 213�247 �'ENP>K
 
1996� 
 

図図ÙÙ写写�� 
�1� 図、写��グレー(ケー6��ª�場合に

�、グレー(ケー6��成する�$5ーの

図�写�を希yする場合に�、$5ーの図

�写�を送付する
と�図�写�の枚mに

��て�、編集委員会との�¼に� 、

, "���$5ーに�るが、 子体��グ

レーに�る場合が�る� 
�2� CI@�る�� MB??形]±�本dと�別ファイ

6として送付する
と�解)度� 300 =IB
¬度とする� 

 
日本光合成学会「光合成研究」編集委員会 

2023年 1n 11 日改訂 

118

光合成研究 35 (2) 2025 
 

 62 

日本光合成学会 次期会長選挙のお知らせ 

 

「日本光合成学会会則（平成 21 年 6 月 1 日施行）第 5 条」に基づき、次期会長選挙（任期:令

和 9 年 1 月 1 日〜令和 10 年 12 月 31 日の 2 年間）を行ないます。本会では任期一年前に新

会長を選出し、会の円滑、継続的な運営をはかることになっています。この会報の末尾に添付さ

れている投票用紙に会員の中から会長候補者 1 名の氏名を明記し、同封した返信用封筒にいれて

選挙管理委員会宛に 11 月 30 日までにご返送下さい（消印有効）。会員名簿は本号の巻末をご覧

下さい。 

これまでの本会会長は、宮地重遠、西村光雄、佐藤公行、金井龍二、井上頼直、高宮建一郎、村

田紀夫（二期）、伊藤繁（二期）、池内昌彦（二期）、田中歩、高橋裕一郎（二期）、鹿内利治、久堀

徹、沈 建仁（現会長：任期 令和 7 年 1 月 1 日〜令和 8 年 12 月 31 日、二期）の諸氏です。

「会則 5 条の 1 では会長は連続して二期を超えて再任されない」となっております。  

日本光合成学会役員選出に関する申し合わせ（平成 27 年 5 月 27 日幹事会）第 2 条「幹事は、

会長選挙に推薦する候補者としてふさわしい会員を 3 名連記で投票する。投票結果が上位の会員

について、常任幹事会は、本人の意向を確認した上で、若干名を推薦候補者として決定する。」に

基づき、常任幹事会は以下の 4 名（五十音順）を会長候補者として推薦します。 

 

栗栖 源嗣（大阪大学）、園池 公毅（早稲田大学）、藤田 祐一（名古屋大学）、皆川 純（基礎

生物学研究所） 

 

日本光合成学会 選挙管理委員会 

野⼝ 巧 （名古屋⼤学⼤学院理学研究科） 

三野 広幸（名古屋⼤学⼤学院理学研究科） 

 

投票用紙の送付先 

〒464-8602 

名古屋市千種区不老町 

名古屋大学大学院理学研究科 物理科学領域 

光生体エネルギー研究室内 

日本光合成学会選挙管理委員会 行き  
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日本光合成学会 次期会長選挙のお知らせ 

 

「日本光合成学会会則（平成 21 年 6 月 1 日施行）第 5 条」に基づき、次期会長選挙（任期:令

和 9 年 1 月 1 日〜令和 10 年 12 月 31 日の 2 年間）を行ないます。本会では任期一年前に新

会長を選出し、会の円滑、継続的な運営をはかることになっています。この会報の末尾に添付さ

れている投票用紙に会員の中から会長候補者 1 名の氏名を明記し、同封した返信用封筒にいれて

選挙管理委員会宛に 11 月 30 日までにご返送下さい（消印有効）。会員名簿は本号の巻末をご覧

下さい。 

これまでの本会会長は、宮地重遠、西村光雄、佐藤公行、金井龍二、井上頼直、高宮建一郎、村

田紀夫（二期）、伊藤繁（二期）、池内昌彦（二期）、田中歩、高橋裕一郎（二期）、鹿内利治、久堀

徹、沈 建仁（現会長：任期 令和 7 年 1 月 1 日〜令和 8 年 12 月 31 日、二期）の諸氏です。

「会則 5 条の 1 では会長は連続して二期を超えて再任されない」となっております。  

日本光合成学会役員選出に関する申し合わせ（平成 27 年 5 月 27 日幹事会）第 2 条「幹事は、

会長選挙に推薦する候補者としてふさわしい会員を 3 名連記で投票する。投票結果が上位の会員

について、常任幹事会は、本人の意向を確認した上で、若干名を推薦候補者として決定する。」に

基づき、常任幹事会は以下の 4 名（五十音順）を会長候補者として推薦します。 

 

栗栖 源嗣（大阪大学）、園池 公毅（早稲田大学）、藤田 祐一（名古屋大学）、皆川 純（基礎

生物学研究所） 

 

日本光合成学会 選挙管理委員会 

野⼝ 巧 （名古屋⼤学⼤学院理学研究科） 

三野 広幸（名古屋⼤学⼤学院理学研究科） 

 

投票用紙の送付先 

〒464-8602 

名古屋市千種区不老町 

名古屋大学大学院理学研究科 物理科学領域 

光生体エネルギー研究室内 

日本光合成学会選挙管理委員会 行き  
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